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━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

平成29年６月19日（月）議事日程 

開 議（午前10時） 

 日程第１  一般質問（通告順による） 

平成29年鹿島市議会６月定例会一般質問通告書 

 

順番 議  員  名 質    問    要    旨 

１ 13 福 井    正 

１．市営住宅等公共施設整備について 
 (1)ＰＦＩ・ＳＰＣとは 
 (2)市営中村住宅整備の目的は 
 (3)市営中村住宅整備の進捗状況と今後の予定は 
 (4)市営中村住宅の全体予算と、補助金の割合、民間 
  ＳＰＣ側の負担は 
 (5)採算ラインの居住率は、採算ラインを下回ったとき
  の市の負担は 
 (6)ＳＰＣが借り入れた借入れ金の債務保証は 
 (7)大規模補修時の費用負担はどうするのか 
 (8)市営中村住宅の敷金・家賃・共益費・駐車場代金の
  予定額は 
 (9)鹿島市内の民間アパートの居住率の調査をされたこ
  とがあるか 
 (10)市営住宅以外の公共施設整備（市民会館等）にＰＦＩ
  が使えるのか 
 
２．中小零細商工業の現状と対策について 
 (1)中小零細商工業の現状を調査されたことがあるか、
  どのような対策を取られたか 
 (2)中小零細商工業の後継者不足対策は 
 (3)空き店舗などへの新規出店対策と支援状況は 
 (4)新規出店者への金融支援は 
 (5)中小零細企業振興基本条例制定の考えは 
 
３．鹿島市の保育園・幼稚園児・小中学校での虫歯の状
 況は 
 (1)口腔崩壊（虫歯が10本以上ある状況）の子供たちが
  いるのか 
 (2)虫歯対策は 
 (3)歯科にいけない子供たちの対策は 

２ 14 松 尾  征 子 

１．鹿島市の将来展望について 
 （みんなが住みやすく、暮らしやすいまちへ） 
 (1)雇用の確保・・・人口増へつながる 
  ① 企業誘致に頼るだけでは解決は困難 
  ② 行革により削減され続けている職員の定数削減
   を辞めること 
  ③ 職員の採用は正規雇用を基本とすること 
  ④ 安心して定住できる、結婚・出産・子育てでき
   る環境づくりを 
 (2)揺りかごから、高校卒業まで積極的な子育て支援を
 (3)公営住宅・定住住宅・空き家利用などによる住宅整
  備を 
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順番 議  員  名 質    問    要    旨 

２ 14 松 尾  征 子 

２．市長の政治姿勢について 
 (1)オスプレイの佐賀空港配備について 
 (2)玄海原発再稼働について 
 (3)諫早湾早期開門について 

３ ２ 片 渕  清次郎 

１．鹿島市の防災活動について 
 (1)自主防災組織の重要性について 
 (2)防災士の必要性について 
 (3)防災用ハザードマップについて 
 (4)避難誘導看板の設置の重要性について 
 
２．鹿島市民の健康増進について 
 (1)市民が楽しく運動できる環境整備 
 (2)国保検診者の健康意識を高めるための対策はどのよ
  うに考えているか 

 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

午前10時 開議 

○議長（松尾勝利君） 

 おはようございます。ただいまから本日の会議を開きます。 

      日程第１ 一般質問 

○議長（松尾勝利君） 

 本日の日程は、お手元の議事日程どおり一般質問を行います。 

 通告順により順次質問を許します。まず、13番福井正議員。 

○13番（福井 正君） 

 おはようございます。13番議員福井正でございます。通告に従いまして一般質問をさせて

いただきます。 

 きょうの質問内容は大きく３点でございまして、市営住宅等公共施設整備について、中小

零細商工業の現状と対策について、鹿島市の保育園、幼稚園、小・中学校での虫歯の状況は

という、この大きく３点でございます。 

 まず、市営住宅等公共施設整備について質問いたします。 

 中村地区の鹿島警察署跡地に市営住宅が整備されることになっております。新たな整備法

としてＰＦＩ、民間と市が共同で整備をするということ、建物は民間の負担で整備するとい

う方式だそうでございますが、このＰＦＩという方式について、初めてお聞きになった市民

の方も多くおられることだと思います。そこで、ＰＦＩ及びＳＰＣがどういうことなのかの

説明をまずお願いいたします。 

 次に、市営中村住宅建設の目的について質問いたします。 

 市営中村住宅建設はどのような方々を対象として建設されるのか。全協では、市営住宅の
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部屋と定住促進対策としての市外の方向けの部屋が建設されるという説明がございました。

現在、市営住宅に入居希望の方が多数おられると聞いておりますけれども、それらの方々の

入居は可能なのか、お答えください。 

 次に、市営住宅整備の進捗状況と今後の予定について質問いたします。 

 建設スケジュールといたしまして、５月にＰＦＩ事業者審査委員会があり、今月、６月で

すね、参加資格の審査結果の通知が送られることになっておりますが、審査結果はどうなっ

たか、お知らせくださいませ。また、今後の予定はどのようになっていくのか、お知らせく

ださい。 

 次に、市営住宅の全体予算と補助金の割合、民間ＳＰＣ側の負担。 

 市営中村住宅の土地は既に鹿島市が購入されております。居住部分や駐車場等の建設予算

はどの程度を予測されておられるのか。また、県の補助割合はどれくらいなのか。そして、

ＳＰＣ側の負担割合はどのようになっていくのか、お尋ねいたします。 

 次に、採算ラインの居住率、この採算ラインを割った場合の市の負担がどのようになって

いくのか。多分40戸全て埋まることだと予測はしておりますけれども、将来、採算ラインを

割ることがある可能性もあります。その場合の赤字補塡は市がするのか、ＳＰＣ側が負担す

るのかについて質問いたします。 

 次に、ＳＰＣ側が借り入れられた借入金の債務保証について質問します。 

 ＳＰＣが負担される建設費は多分借り入れで賄われることだと思います。その場合の債務

保証について市がされるのか、また、返済が滞った場合の市の負担が発生するのかについて

質問します。 

 次に、大規模補修時の費用負担について質問します。 

 建設から年数がたった建物は水回りや電気設備等の劣化による修理が必要になると思いま

す。その費用負担はＳＰＣ側なのか、市の負担があるのかについて質問します。 

 次に、市営住宅の敷金、家賃、共益費、駐車料金の予定額について質問します。 

 中村住宅は市営住宅と定住促進住宅が予定されていますけれども、それぞれの家賃や敷金、

共益費、駐車場料金はどのようになっていくのか、また、駐車場の台数は１世帯当たり何台

までなのかについて質問します。 

 次に、鹿島市内の民間のアパートの居住率調査をされたことがあるかどうか質問します。 

 現在、民間アパート建設がブームとなっているそうでございます。そこでも、例えば空き

部屋があるアパートの調査をされたことがあられるかどうか、また、市営住宅建設が民間ア

パート経営にどのような影響があるのかについて質問をいたします。 

 次に、市営住宅以外の公共施設整備、例えば市民会館などでございますけれども、これに

ＰＦＩ方式が使えるかどうか。ＰＦＩは民間活力と資金を活用して行う公共施設整備法です

が、市民会館などに使えるかどうかについて質問をいたします。 
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 次に、大きな２つ目です。中小零細商工業の現状と対策について質問します。 

 平成27年に鹿島商工会議所でお悩みアンケート調査というのが行われました。もう２年前

の調査でございます。252事業所から返答があり、悩みありが180、なしが72事業所でござい

ました。一番多かったのが売り上げアップであり、次が事業継承でございました。その他に

も人材確保、人材育成、また売り上げが上がらず、人材に恵まれない状況ということでござ

います。このまま推移いたしますと、鹿島の中小零細商工業者が減少をしてき、鹿島の衰退

につながるのではないかと危惧をしております。このことにどのように対処していくのかと

いうことが今後の鹿島市の施策として必要だと思います。まず、中小零細商工業の現状を調

査されたことがあるのか。 

 次に、中小零細商工業の後継者不足対策はどうされるのか。 

 後継者がいない事業所が多いということは、これは廃業につながってきます。人口減少や

市の税収にも影響してくると思います。また、ここを利用されておられる市民の皆様にとっ

ても利便性を失うことになりかねません。後継者問題について市としてどのような認識をお

持ちなのかについて質問をいたします。 

 次に、空き店舗などへの新規出店対策と支援策は。 

 鹿島市には新規出店支援として、例えば、酒蔵通りに新規に出店された方に改装費の半額

補助等の施策がございます。新規出店者にとりましてはリスクを負いながら出店をされると

いうことなので、私はさらなる支援策が必要だと思いますが、お考えをお聞かせください。 

 次に、新規出店者への金融支援について質問します。 

 新規出店する場合、金融機関は、特に市外から出店される場合、融資が大変困難でござい

ます。健康で事業意欲があり、事業計画がしっかりして見込みがある方に対して、鹿島のい

わゆる融資制度がございますが、これの対象になるのかどうかについて質問いたします。 

 次に、中小零細企業振興基本条例制定の考え方はについて質問します。 

 実は佐賀県には、この条例を持った自治体はございません。他県には中小零細企業振興基

本条例を制定した自治体が147ございます。以前の商工業は、行政に頼ることなく、自己努

力で商売いたしておりました。現在は売り上げ減少等々の影響によりまして意欲がなくなり

つつある状態だと思います。また、行政の関心も薄かったのではないかなと思います。それ

を払拭するためにも、中小零細企業振興基本条例を制定することで、行政側の認識を改める

ことで新たな施策が生じるきっかけともなると思います。お考えをお聞かせください。 

 次に、大きな３番目です。鹿島市の保育園、幼稚園、小・中学校での虫歯の状況について

質問します。 

 兵庫県内の小、中、高、特別支援学校で2016年に行われました歯科検診で虫歯が見つかり、

要受診と診断された児童・生徒が３万5,000人のうち、兵庫県保健医協会の調査で歯科の受

診が確認できない児童・生徒が２万3,000人、65％に上ったということでございます。また、
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未治療の虫歯が10本以上ある口腔崩壊、初めて聞く言葉でしょうけど、10本以上歯がないと

いう状態ですね──の子供がいる学校の割合が35％に上ったということでございます。全体

的に子供の虫歯は減少傾向にございますが、二極化が進んでいるということです。背景に貧

困などの厳しい社会状況があるとのことでございます。口腔崩壊がありますと、食べ物をう

まくかめないことで栄養状態が悪くなり、体の成長や、あごの発達等に影響するおそれがあ

るとのことでございます。 

 そこで質問です。鹿島市の小・中学校、保育園、幼稚園の虫歯調査の状況はどうされてお

られるか、また、虫歯のある子供たちのパーセントと口腔崩壊の子供さんがおられるかどう

かについて質問します。 

 虫歯対策について質問します。 

 鹿島市ではフッ素洗口が行われております。その効果はどのようなものなのか、また、歯

磨きの指導はどのようにされておられるのか、質問いたします。 

 次に、歯科に行けない子供たちの対策。 

 実は忙しくて歯科に連れていきたくても行けない親御さんがおられるそうでございます。

しかし、他人が子供さんを連れていくわけにもいきません。その場合にどのようにして受診

するのかについての考えをお聞かせください。 

 以上で総括質問を終わります。あとは一問一答で質問いたします。 

○議長（松尾勝利君） 

 執行部の答弁を求めます。岩下都市建設課長。 

○都市建設課長（岩下善孝君） 

 都市建設課のほうから市営住宅関連について御答弁申し上げたいと思います。 

 全部で大きく10点の御質問がありましたが、順を追ってお答えいたします。 

 まず、１点目のＰＦＩ、ＳＰＣとはという御質問について。 

 ＰＦＩにつきましては、公共施設等の建設、維持管理、運営等を民間業者の資金、経営及

び技術的能力を活用する手法でございます。特徴としては、行政が直営で行っております従

来方式の場合は、設計業務は設計企業へ発注、建設業務は建設企業へ発注して施設整備を行

うものでございます。一方、このＰＦＩ方式については設計から建設、そして維持管理、業

務までも一括して発注可能となりまして、事業コストを削減することができるようになりま

す。ＰＦＩ方式で事業を実施する場合は、平成11年に法律として制定をされたんですけれど

も、民間資金等の活用による公共施設等の整備等の促進に関する法律、通称ＰＦＩに規定さ

れております公共施設等が対象となってまいりまして、民間事業者を活用することで、行政

がこれまで直営では行き届かなかった面に効率的かつ効果的に公共サービスを提供すること

ができるようになってまいります。 

 次に、ＳＰＣにつきましては、ＰＦＩ事業に特化して組織された特別目的会社でございま
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す。ＳＰＣは、事業を遂行するために会社法に定める株式会社としてほとんどのＰＦＩ事業

で設立をされております。現在、事業を進めております鹿島市中村住宅整備事業、これにつ

きましても、４月24日付で公表いたしました募集要項にて市内にＳＰＣを設立するというこ

とで今準備を行っております。 

 次に、２点目の市営中村住宅建設の目的はという御質問については、中村住宅の整備につ

きまして、市営住宅の入居待機者の解消と定住人口の増加や、あるいは地域の活性化を図る

ことを大きな目的といたしております。そのため、整備する住宅につきましては、市営住宅

20戸、定住促進住宅20戸を計画いたしております。既存の市営住宅につきましては、５月末

時点で一般世帯の入居待機者の方が24世帯ございまして、入居要件を満たした方々につきま

しては、当然この中村住宅にも入居が可能となってまいります。 

 次に、３点目の市営住宅整備の進捗状況と今後の予定はという御質問についてですが、中

村住宅整備事業の進捗状況につきましては、４月24日に募集要項等の公表、５月22日から５

月26日までに応募表明等の受け付けを行いまして、公募参加者１社の方から応募の参加表明

の提出があっております。提出されました応募表明等につきましては、５月31日に中村住宅

整備事業ＰＦＩ事業者の審査委員会がございまして、その中で募集要項に記載しております

公募参加者が備えるべき参加資格要件について資格審査を行って、適格であるということが

認められております。その結果につきましては、６月２日付で公募参加者の代表企業の方に

参加資格の適格通知書を既に送付いたしております。 

 今後の予定ですけれども、７月３日から７月７日までに提案書等を提出してもらうことに

なっております。提案書の提出後は、既に公表しております優先交渉権者選定基準に基づい

て、審査委員会にて提案内容の審査を行いまして優先交渉権者を選定いたします。その後に、

市としては審査委員会からの報告を受けまして優先交渉権者を決定いたします。この優先交

渉権者が決定すれば、市と優先交渉権者の間で中村住宅整備事業の契約締結に向けての基本

協定を締結する流れになってまいります。この優先交渉権者の方は速やかにＳＰＣを設立し

ていただくという流れで、この設立後は市とＳＰＣの間で事業の仮契約を締結しまして、こ

の事業契約に関しまして、９月議会のほうで議会のほうへも議案として提出を予定しており

ます。 

 続いて、４点目の市営住宅の全体予算と補助金の割合、民間ＳＰＣ側の負担はという御質

問についてですが、この全体予算につきましては、昨年度３月議会で提案をいたしておりま

す債務負担行為額、この金額となってまいりまして、総額1,076,000千円でございます。そ

の中には住宅や駐車場等の建設に係る費用や維持管理費も含まれておりますが、議員御質問

の建設予算につきましては、今後の公募プロポーザル審査の前でございますので、現時点で

は費目ごとの金額までは申し上げられないということを御了承いただきたいと思っておりま

す。 
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 国からの補助金ということでございましたけれども、住宅建設費に係るおおむね45％分の

交付を見込んでおります。 

 そしてＳＰＣ側の負担につきましては、国の補助金の今の差し引き分で住宅建設費のおお

むね55％分を建設時に負担していただくというふうになってまいります。ＳＰＣが住宅建設

費で負担する分につきましては、事業期間中、市が割賦方式でＳＰＣに支払っていくことと

なってまいります。 

 次に、５点目の採算ラインの居住率は、採算ラインを割った場合の市の負担はという御質

問についてですけれども、採算ラインの居住率につきましては90％前後の数値を現在想定し

ております。この根拠といたしましては、ＰＦＩの先例地の入居率が90％以上がほとんどで

ございまして、また、現在、鹿島市の市営住宅、そして定住促進住宅の入居率も90％を超え

ているのが現状でございます。 

 維持管理期間中の居住率の設定や空き室が出た場合の入居者の公募方法などについては、

今後、公募参加者が高い入居率の確保と、それに向けて安定した運営内容について長期の収

支の計画書等を提案書の中で示されてきます。このため、赤字の補塡については、市として

は居住率が採算ラインを割ったから市のほうが市の財源で補塡するということは、逆に市民

の方々の反感を招くことになりますので、御理解をいただくことが非常に難しくなってくる

流れもございます。このため、公募参加者においては、今回のＰＦＩ方式に取り組むメリッ

トということを念頭に置いていただいて、居住率の低下につながらないよい御提案をしてい

ただくことが先決ということで現時点では考えております。 

 次に、６点目のＳＰＣが借り入れた借入金の債務保証はという御質問についてですが、こ

れはＳＰＣが借り入れた借入金の債務保証は、ＰＦＩ事業の契約書が担保になるというふう

に考えております。ＳＰＣには住宅の建設費について、建設時に、先ほど御説明しましたが、

建設費のおおむね45％が市から交付が来ますが、交付金で賄い、差し引きのおおむね55％を

金融機関から借り入れていただくというふうになってまいります。この金融機関からの借り

入れについては、ＳＰＣのほうで借り入れていただくことになりますが、この借入金は、事

業の期間中、市が割賦方式でＳＰＣ側に支払っていくこととなってまいります。また、市か

らＳＰＣ側へ毎年支払う住宅建設費分や利子分等につきましては、提案書の中にある長期収

支計画書で確認できますので、ＳＰＣから金融機関に返済が滞ることはないというふうに市

としては考えております。 

 次に、７点目の大規模補修時の費用負担はという御質問について。 

 大規模補修の費用につきましては市が負担するということで考えております。ここで言う

大規模補修という位置づけについては建築物の主要構造部の修繕等を想定しております。具

体的には外壁の補修とか屋上の防水工事などを考えておりますが、この件につきましても公

募参加者の提案事項としております。建設後、何年目にどういった補修工事が必要なのか、
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どの程度の費用負担がかかるのかも今回御提案の中に含めておりまして、これも審査委員会

の中で審査していくこととしております。 

 なお、換気設備とか照明の設備等は日常生活の軽微な修繕というふうに想定をしておりま

すので、これはＳＰＣ側で対応していただくことになりまして、このときに発生する修繕費

用、これにつきましては、毎年ＳＰＣ側に市が支払う業務委託料の中で調整していただくと

いうふうに考えております。 

 次に、８点目の市営住宅の敷金、家賃、共益費、駐車料金等の予定額はという御質問につ

いて。 

 まず、敷金につきましては、市営住宅、定住促進住宅とも既存の市営住宅及び定住促進住

宅の敷金を参考にしながら、今後決定していきたいというふうに思っております。 

 次に、家賃につきましては、市営住宅は公営住宅法に基づき算定することとなってまいり

ます。その方法につきましては、家賃算定基礎額に各種の計数を乗じて家賃を設定いたしま

して、この算定方法で計算いたしますと、月大体20千円から30千円程度になってくると思わ

れます。 

 また、定住促進住宅につきましては市で独自に家賃設定をできますが、市内近辺のＲＣ構

造で住戸専用の面積が同等の民間アパートと比較をいたしまして、その家賃よりも高くなら

ないように算出した額として月額55千円程度を想定しております。 

 最後に、駐車場の代金につきましては、１台当たり月額２千円程度で考えておりまして、

この台数につきましても、２台までは利用できるように整備を行いたいというふうに考えて

おります。 

 次に、９点目の鹿島市内の民間アパートの居住率調査をされたことがあるかという御質問

について。 

 市内の民間アパートの居住率を市で独自に調査したことはまだございません。 

 ただし、都市建設課のほうで定住促進のため空き家バンクという制度を行っておりますけ

れども、２カ月に１度ですが、地元の宅建協会の方々と意見交換を開催しておりまして、そ

の中で、ここ数年の間には大東、ダイワ、レオパレス等の信託系によるアパート等が加速的

に建設されているとの報告はあっております。 

 また、市営住宅を建設するに当たっては、市内の人口や世帯数等の実態に基づいて統計調

査のデータがございますので、これをもとに、今回、整備に必要な戸数を算出する調整は市

できちんと行わせていただいております。 

 民間アパート経営に対する影響ということについては、市営住宅は、まず住宅に困窮する

低所得者に対してお安い家賃でこれを賃貸して、生活の安定と福祉の増進に寄与することを

目的といたしております。そのために、入居要件として、公営住宅法に定める以上の所得が

ある方は入居することができないために、民間アパートを借りられる方もおられると思いま
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す。また、現に入居していても高額所得者に該当するようになられた方に対しては退去につ

いての御相談をして、低所得者との入れかわりを行って市営住宅以外へ移られることから、

民間アパートとの競合はほとんどないというふうに市としては考えております。 

 最後の10点目の市営住宅以外の公共施設整備（市民会館など）にＰＦＩ方式が使えるのか

という御質問についてですが、市営住宅以外の公共施設整備にもＰＦＩ方式を使うことは可

能と思います。このＰＦＩ事業につきましては、ＰＦＩ法に基づき事業が実施されます。そ

の中で公共施設等が定義をなされておりまして、ＰＦＩを使うことができるようになってお

ります。主な対象となる施設につきましては、道路、公園、水道、下水道等の公共施設や庁

舎、宿舎等の公用施設、そして賃貸住宅及び教育文化施設、社会福祉施設等の公益的施設、

情報通信施設、観光施設及び研究施設などがございます。 

 以上で終わります。 

○議長（松尾勝利君） 

 藤家商工観光課長。 

○商工観光課長（藤家 隆君） 

 私のほうからは中小零細商工業の現状と対策についての質問にお答えいたします。 

 大きく５点の質問だったかと思いますが、まず初めに、中小零細商工業の現状を調査した

ことがあるかについてですけれども、経済センサスや工業統計調査、いわゆる指定統計調査

は行っておりますが、市が独自で小規模企業に対しまして個別の調査をしたことはございま

せん。 

 ただ、最新の経済センサスによりますと、市内には1,622事業所があって、そのうち従業

員数が５人以下の事業所は1,107事業所となっており、全体に占める割合は68.2％と７割近

くを占めております。これを従業員数20人以下の事業所で見た場合、1,486事業所となって

おり、その割合は91.6％と非常に高いものになっております。また、法人別で見た場合には、

個人で経営されている事業所は837事業所と半数以上を占めておりますので、鹿島市の地域

経済と産業は多くの小規模事業者に支えられていると認識をしております。 

 なお、市内の事業所の現状を把握する対策といたしまして、平成27年度より鹿島商工会議

所内に鹿島ビジネスサポートセンターを開設しております。平日のみの９時から17時になり

ますが、平成27年度にはＰＲも兼ねまして、市内の約800事業所の訪問を行ったところです。

週１回にはなりますが、中小企業診断士による相談日を設けまして専門的な対応も行ってい

るところです。相談件数についても平成27年度は269件でしたが、昨年の平成28年度は414件

となっております。相談内容につきましては、各種補助金に関します相談が一番多く、２カ

年間で225件となっております。 

 次に、後継者問題についてお答えいたします。 

 後継者問題については、福井議員から紹介がありましたお悩みアンケート調査でも高い比
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率を占めており、第１次産業も含めまして、鹿島市においても非常に難しい問題であり、課

題でもあると認識しております。 

 また、全国の商店街を対象に行われます商店街実態調査の平成27年度最新の報告書におき

ましても、商店街の抱える問題ということで、調査項目で経営者の高齢化による後継者問題

が、前回の平成24年度の調査結果と同じく一番多い回答になっております。ちなみに、平成

24年度が63％で、平成27年度が65％近くになっております。 

 後継者問題の対策としては、先ほど紹介した鹿島ビジネスサポートセンターにおいて人材

育成に関する研修費の補助を行っており、平成27年と28年の２カ年間で30事業所の97名に参

加をいただいております。すぐに効果をとはならないとは思いますが、これからも支援を続

けていきたいと考えております。 

 また、鹿島市中央駐車場の収益を財源とします鹿島市商工業活性化交付金を商工会議所の

ほうに交付を行っているところです。商工会議所内にある各部会、研究会が実施する人材育

成事業などに活用されております。 

 次に、空き店舗などへの新規出店対策と支援策の質問についてお答えします。 

 空き店舗などへの新規出店者に対する助成といたしまして、市の制度といたしまして地域

商業活性化支援事業費補助金がございます。内容は、空き店舗の改装に係る費用の２分の１

以内の範囲で、県費と市費を合わせて最大1,000千円の補助を行うものです。中心商店街、

門前商店街、肥前浜宿の各１店舗を想定し、３件分の予算措置を行っております。最近では

平成28年度、昨年１件の御利用がございました。この制度の周知を図るため、市報やケーブ

ルテレビでの広報、また、金融機関に対しまして制度の説明を行っておりますが、今年度は

まだ申請がない状態でございます。このような状況でございますので、新たな支援策という

ことに関しましては、今のところ考えてはおりません。 

 申請が伸びない原因として考えられる理由といたしまして、申請を行って交付決定までの

時間が要するということと、自己資金で賄える場合や、民間の金融機関の融資を利用されて

いるようです。また、補助金の用途につきまして、改装費のみの補助で、備品や消耗品の購

入は対象外となっていることも上げられると思います。 

 次に、４点目の市外から鹿島市へ新規出店される場合、市制度融資の対象になるかという

質問ですけれども、市の融資制度といたしまして7,000千円を上限に、運転資金5,000千円と

設備投資7,000千円を融資する鹿島市中小企業融資金制度がございます。ただし、融資資格

を１年以上市内で営業している者としているために、市内外に限らず新規出店の場合におい

ては対象にはなりません。ちなみに、昨年は47件で140,000千円の融資を行っております。

１件当たり2,980千円となっております。 

 なお、佐賀県におきまして新規出店者に対する融資制度がございまして、貸付限度額は

12,000千円となっております。制度の名称は、さが創生貸付というものでございます。 
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 最後に、５番目の中小零細企業振興基本条例制定についての質問にお答えいたします。 

 中小零細企業振興基本条例につきましては、平成22年に国において中小企業憲章が閣議決

定され、中小企業の歴史的位置づけや経済的、社会的役割などの考え方や、中小企業に対す

る政府の期待を基本理念として、中小企業政策に取り組むに当たっての基本原則や行動指針

を国が示したものでございます。 

 そういった中、中小企業の振興を目的に、この基本条例を制定する自治体が、昨年の５月

のデータになりますけれども、全国的には県レベルで40道府県、市町村では172市区町村と

なっております。県内の市町ではいまだ制定した自治体はなく、佐賀県自体においても同様

でございます。 

 鹿島市にしても基本条例の制定には至っておらず、現段階での制定の予定はございません。

その理由といたしまして、福井議員も御存じのとおり、この条例は、具体的なルールや数値

目標を定めたものではなく、理念条例と呼ばれております。鹿島市はこれまでも商工会議所

と連携を図り、融資事業を初め、市内の中小企業に対しての支援を行ってきております。し

かしながら、市内の中小企業の現状や課題については把握できていない部分があったのも事

実でございます。 

 また、平成24年９月の定例会におきまして、勝屋議員からも基本条例の制定についての質

問をいただいております。 

 そこで、鹿島市におきましては、条例制定の必要性を検証する方法として、まずは地域の

中小企業の生の声を集めようということで、平成25年度に緊急雇用創出基金事業を活用させ

ていただき、鹿島商工会議所への業務委託という形になりますが、中小企業経営相談強化事

業を行いました。当時、週１回の開設ではありましたが、中小企業への個別訪問などを行い、

窓口への相談件数は118件でした。翌年度は市の単独事業として、継続して相談窓口を商工

会議所に設け、新たな試みといたしまして、専門家の派遣やセミナーを開催いたしました。

中小企業への訪問も約900事業所、延べ2,000回行い、窓口への相談件数は141件に増加して

おります。現在では、冒頭に述べましたように、鹿島ビジネスサポートセンターとしてより

専門性を高めた形で週５回の相談窓口を設けております。 

 なお、今後は相談を受けた内容をどう中小企業の振興に寄与していくかが課題ではないか

と思っております。 

 私のほうからは以上です。 

○議長（松尾勝利君） 

 寺山教育次長。 

○教育次長（寺山靖久君） 

 私のほうからは、議員の大きな問題の質問３つ目、鹿島市の保育園、幼稚園、小・中学校

での虫歯の状況はということについて、そのうち小・中学校並びに幼稚園の分野についてお
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答えします。 

 市内小・中学校におけます虫歯のある児童・生徒数は、平成28年度の学校検診の状況によ

りますと、小学校で503人、これは小学校に占める割合が31％、中学校では136人、15.4％で

ございます。このうち虫歯が10本以上ある生徒につきましては、小学生で７人、これは占め

る割合が0.4％、中学校ではゼロ人という状況でございました。 

 また、保護者宛てにつきましては、受診してくださいという通知を出しておりまして、こ

のうち受診報告があったのは、小学校で約45％、中学校では17％という状況でございます。 

 また、幼稚園の状況につきましては、虫歯があった園児につきましては９人、これは園児

に占める割合が20.5％、このうち虫歯が10本以上ある園児につきましては１人でありまして、

園児に占める割合は2.3％という状況でございます。 

 また、虫歯対策といたしましては、鹿島市では小学生を対象にフッ化物洗口を平成17年10

月から実施しております。平成28年度は保護者からの同意のあった児童1,583人、これは全

児童の97.6％でありますけれども、この児童に対しまして、４月または５月から３月にかけ

まして、原則週１回、年間30回程度フッ化物洗口を実施しております。 

 市内小学生の永久歯の虫歯罹患率につきましては、平成17年度が81.6％でありましたけれ

ども、平成23年度が70.5％、平成24年度が68.3％、平成25年度につきましては67％、26年度

が62.6％、平成28年度は59.9％と減少してきておりまして、その効果は出てきているものと

考えております。 

 また、平成29年度、今年度からですけれども、その対象範囲を中学生まで広げておりまし

て、このうち、保護者の同意のあった児童・生徒数は2,313人で、全体の94.4％となってい

る状況でございます。 

 次に、歯磨きの指導の状況でございますけれども、小学校におきましては、給食後、必ず

歯磨きをするように指導しておりまして、磨く順番を示すビデオ等に合わせまして歯磨きを

している学校もあります。また、中学校におきましては、歯科検診の前に養護教諭が話をし

ての指導でありますとか、学校歯科医によります１時間のブラッシング指導を行っている学

校もあります。 

 以上でございます。 

○議長（松尾勝利君） 

 染川福祉課長。 

○福祉課長（染川康輔君） 

 私のほうからは、福井議員の３番目の質問の中で、保育所等の虫歯の状況についてお答え

いたします。 

 保育所等に対しましては特に虫歯調査というのは実施しておりませんが、今回、市内保育

所及び認定こども園合わせて15園に対し、平成28年度における虫歯の状況等について照会を



- 95 - 

鹿島市議会会議録 

行ったところです。平成28年度末の園児数1,340人に対し、虫歯のある園児の割合は303人で

22.6％でございます。虫歯の数が10本以上の園児の割合は12人で0.9％でございました。 

 次に、フッ素洗口の効果はということと歯磨きの指導はということで御質問をいただいて

いますが、市内保育所及び認定こども園、ほとんどの園でフッ化物洗口を実施されていると

ころでございます。その効果を検証したデータはございませんが、厚生労働省のフッ化物洗

口ガイドラインによると、特に４歳から14歳までの期間に実施することが予防対策として最

も大きな効果をもたらすことが示されていると記されております。 

 歯磨きの指導につきましては、食後の歯磨きや仕上げ磨きの励行、虫歯についての紙芝居

を園児に見せたり、音楽を鳴らしながらのブラッシングを実施されているなどの工夫をされ

ているところでございます。 

 続きまして、歯科に行けない子供たちの対策はどうすればいいのかということでございま

すが、福井議員おっしゃるように、他人が連れていくことができないということですから、

何とか保護者の方に時間をやりくりしていただいて受診をしていただくしかないのかなとい

うふうに考えております。歯科医師会におかれても休日歯科当番医制度を実施されておられ、

また、県内においても夜間の診療や休日の診療をされているところもございますので、現段

階でお答えできるのはそのくらいでございます。 

 以上です。 

○議長（松尾勝利君） 

 13番福井正議員。 

○13番（福井 正君） 

 項目が多数だったもんですから答弁するのも大変だったかなと思いますけれども、まず、

ＰＦＩとＳＰＣについて質問いたしますけれども、今回は応募された方が１社だったという

ことでございますが、この１社の、例えばＳＰＣはまだつくられていないんだろうと思いま

すけれども、例えば市内の業者さんで構成をされる予定なのかどうか、そこがわかったら教

えてください。 

○議長（松尾勝利君） 

 岩下都市建設課長。 

○都市建設課長（岩下善孝君） 

 お答えいたします。 

 市内の業者さんなのかどうかという点ですけれども、鹿島市の今回のＰＦＩ事業について

は、その構成する中には市外の方もいらっしゃいますけど、鹿島市は市内の方を優先的に取

り組んでいきたいと思っております。 

 以上です。 

○議長（松尾勝利君） 
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 13番福井正議員。 

○13番（福井 正君） 

 先日、みやき町に議員ほとんどで視察に行ってまいりました。みやき町の現状、あそこは

町内の業者さんが優先で、どうしようもない部分だけ町外、県外から入っておられるという

ことですが、基本的に町内の業者さんを最優先してするということでされておられました。

多分、地方の産業振興という観点からそういうふうにされたのかなというふうに思いまして、

鹿島も大体同じような状況かなということで、今の答弁を聞きますと、どうもそうかなとい

うふうに私も判断をいたします。 

 それから、今度の市営住宅の所有者、例えばＳＰＣ側になるのか、市が所有をする形にな

るのか、そこがわかりますか。 

○議長（松尾勝利君） 

 岩下都市建設課長。 

○都市建設課長（岩下善孝君） 

 お答えいたします。 

 この建物の所有者ということで、市かＳＰＣかということの御質問だと思いますけれども、

この中村住宅の完成後につきましては、結論としては市が所有していく公共施設というふう

になってまいります。この住宅についてはＰＦＩ方式で整備を行いますので、その事業手法

としてはＢＴＯ方式という内容になりまして、このＢＴＯ方式というのが、ＳＰＣのほうが

建設を行って、その完成後に市に住宅を引き渡した後、ＳＰＣが指定管理者として維持管理、

運営を行うという事業の手法でございます。このことから、建設された市営住宅については

市の所有物というふうになってまいります。 

 以上でございます。 

○議長（松尾勝利君） 

 13番福井正議員。 

○13番（福井 正君） 

 市の所有ということになりますと、固定資産税は当然発生しないということですよね。例

えばＳＰＣをつくられる、法人になられると思いますけれども、この法人に対するいわゆる

税の問題ですね、ＢＴＯ方式ですから市が所有するんだけど、会社としては存続するわけで

す。だから、地方法人税等々の税の負担というのはどうなっていくのかなということがあり

ますが。 

○議長（松尾勝利君） 

 岩下都市建設課長。 

○都市建設課長（岩下善孝君） 

 お答えいたします。 
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 この法人税等の税の扱いという御質問でございましたけれども、このＳＰＣにつきまして

はＰＦＩ事業に特化した特別目的会社ということになってまいります。このことから、ＳＰ

Ｃも民間企業ということで位置づけが行われますので、この利益に対しましては課税される

というふうになってまいります。そのために法人税等の納税義務が発生して、ＳＰＣのほう

からはその分の税金を負担していただくというふうになってまいります。 

 以上です。 

○議長（松尾勝利君） 

 13番福井正議員。 

○13番（福井 正君） 

 先ほど指定管理で運営をされるということになりましたけれども、例えば家賃とか敷金も

でしょうけど、共益費等々のいわゆる収入に関しては、これは、じゃ、市が取るといいます

か、ＳＰＣ側じゃなくて市のほうの収入になるという考え方でよろしいんですか。 

○議長（松尾勝利君） 

 岩下都市建設課長。 

○都市建設課長（岩下善孝君） 

 お答えいたします。 

 今回の検査に伴っての運営後の家賃等の収入については、運営は基本的にＳＰＣのほうで

対応していただきますので、その収入は市のほうに充当させていただいて、先ほどから御答

弁いたしておりますが、30年間運営を行っていただきますので、その建設費の市がＳＰＣ側

に支払っていく支払い金額とか、あるいは運営の委託料等に回させていただくというふうに

なってまいります。 

 以上です。 

○議長（松尾勝利君） 

 13番福井正議員。 

○13番（福井 正君） 

 実はみやき町に行きましたとき、ＳＰＣ側が家賃を全部いただいて、そして、その中の利

益が出た分をプールしておくと。それで大規模修繕等に充てますということだったんですね。

じゃ、そのやり方とはちょっと違うと。鹿島市が家賃等は全部もらって、ＳＰＣ側にはその

中から払うんですかね、そういうことでよろしいですね。はい、わかりました。 

 例えば、民間のアパートとの関係で、影響はありませんということでした。ないのかわか

りませんけれども、現実に古くなったアパート等があるんですね。一軒家もそうなんですが、

そういうところって結構空き室があるんですよ、あいたところが。ですから、そういうこと

で影響がないと言えるのかなというところもあったものですからこういう質問をしたんです

けれども、そのアパートの空き室がどれくらいあるかということに関してはどうなんでしょ
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うか。 

○議長（松尾勝利君） 

 質問の内容をもう一回お願いします。 

○13番（福井 正君）続 

 実は民間の古くなったアパート等は、空き室があるところが私のうちの周りにもございま

す。いわゆる入居されておっても、出ていっても後は入られないという状況があるんですね。

だから、そういう状況だから、民間に本当に影響がないのかなということがあってこの質問

をしたわけですけれども、影響がないんでしょうか。 

○議長（松尾勝利君） 

 岩下都市建設課長。 

○都市建設課長（岩下善孝君） 

 お答えいたします。 

 市内の空き家、あるいは空きアパートですね、古くなったアパート等の民間のほうへの影

響がないかということについては、先ほど御答弁をいたしたと思いますけれども、市のほう

では住宅、住居の安定的な供給という面の中で、やはり専門家、プロである市内の宅建協会

のほうと緻密に連携を行いながら、そのアパートを含めた居住率あたりも想定して、民業圧

迫にならないかというところも市としては常に懸案をしながら、どこまで影響があるかない

のか、なるべく市としてはそちらのほうには影響がないように、これまでも協議を行ってお

りますし、今の建設についての準備の中でも協議を行って、今後もいろいろな形で問題が出

たときには、宅建協会等の専門家の方との調整を行って、市政に反映させていただきたいと

いうふうに思っております。 

 以上でございます。 

○議長（松尾勝利君） 

 13番福井正議員。 

○13番（福井 正君） 

 わかりました。そういう民間にも少し気を使いながらやっていただきたいというふうに思

います。 

 それから、ＰＦＩについては最後にいたしますけれども、いわゆる公共施設等々にＰＦＩ

方式は使えるという先ほど答弁でございました。例えば鹿島市民会館、喫緊の課題としてご

ざいますが、鹿島市民会館にこのＰＦＩ方式が使えるのかどうか。というのは、私、ＰＦＩ

方式でやったとして、ＳＰＣ側の採算がここでとれるかなという、そういういろんな懸念

等々もあるものですから、公共施設、現実にはやっているところもあります。大阪の、これ

は多目的な施設で、客席が1,000席ぐらいのものもつくって、現実に今建設中のところもご

ざいますから不可能じゃないんだろうなと思いますけれども、例えば市民会館をつくるとき



- 99 - 

鹿島市議会会議録 

にＰＦＩ方式でやるということができるかどうか、可能性も含めて答弁してください。 

○議長（松尾勝利君） 

 大代総務課長。 

○総務課長（大代昌浩君） 

 お答えします。 

 先ほど都市建設課長からも答弁があったと思いますけれども、ＰＦＩはいろんな公共施設

で活用できるということですので、市民会館においても活用はできるかと思っております。 

 ただ、先ほどの市営住宅にありますように、家賃収入を事業者が収入として受け入れるか、

市が受け入れるか、これも市民会館の利用料金を事業者が受け入れるか、それとも市が受け

入れるか、そういったことで、どういった手法がとれるかというのが変わってくるかと思い

ます。例えば、人口が20万とか30万とか多い都市部であったら興行収入がある程度見込まれ

ますので、ＰＦＩ事業者についても何らかのメリットが働くのではないかと思っております。

ただ、人口が少なくてそういった興行収入が余り見込めない市においては、この収入が余り

見込めませんので、事業者が建設費とあわせてそれをどう捉えるかというのが問題になって

おりますので、その辺はまだ私どもも市民会館の規模を今検討している段階ですので、今後

その辺も含めて検討していきたいと思っております。 

 以上です。 

○議長（松尾勝利君） 

 13番福井正議員。 

○13番（福井 正君） 

 本当に採算がとれるかどうか私も全然わかりません。ですから、しっかり今から検討して

いただいて、もしもＰＦＩ方式がとれるのであれば、市にとっては非常にメリットもあるや

り方だと思いますから、ぜひ取り組まれたら取り組んでいただきたいと思います。 

 じゃ、大きい２つ目に行きます。中小零細商工業の現状と対策についてなんですが、実は

商工会議所で27年度に調査したとき、いわゆる後継者がいない、262人中54人だったんです。

だから、20％程度なんですが、ただ、全国的に見ますと、これは中小企業庁の調査だと思い

ますが、実は50％ぐらいがもう既に後継者がいないと。だから、廃業を考えるという、そう

いう現状に実はあるそうなんですね。じゃ、どうすればいいのか。なくなったら実は私たち

一番困るんですよね。消費者のほうが困るんです。今、一番問題になっているのが、実は本

屋さんが鹿島はまだ２軒ございますが、他市では本屋さん自体がもうなくなっている地域が

出てきました。これは本が売れないということもありますけれども、やはり後継者問題もあ

るというふうに思います。 

 それからもう一つが、私は美容業をやっていますが、美容業、理容業、特に理容業が深刻

でございまして、理容業の今の経営者はほとんど個人事業主なんです。後継者がいない、あ
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えてさせないという、美容業界も同じなんですね。だから、あと10年したら、ひょっとした

ら理・美容業が半分になるかもしれません。それから、あと実は飲食店も一緒なんです。飲

食店もなくなる、完全になくなるわけじゃないけれども、よそから入ってくる可能性もあり

ますが、今現在商売をやっていらっしゃる方たちというのは非常に厳しい状況になってきま

す。例えば、工業でも一緒です。奥さんと２人でやっているような工業というのもあるんで

すよね。だから、そういうところというのは後継者がいないというか、もう継がせないとい

うことです。これが現実に廃業ということになってきたらどういう現象が生まれるか。消費

者が困るということと同時に人口も減少する。その人たちが自分たちの子供さんのところに

出ていってしまうということもあると思うんですね。この対策は非常に難しい対策だと思い

ますけれども、例えば、資格が必要な業種というのがございます。資格が必要な業種の人た

ちというのは、もうわざわざ資格を取らせんという方が多いですね。１つは余裕がないとい

うこともありますし、継がせたくないということもあります。 

 だから、今年度からでしたかね、農業の後継者を支援するという制度ができましたけれど

も、それと同じようにしなさいということじゃございません。だけど、何らかの支援が必要

じゃないかと。１つが、例えば今専門学校に行きますと年間1,000千円かかります。すごい

金額なんです。大学よりもちょっと高いかなというぐらい。そこに行かないと資格が取れな

いという状況なんですね。だから、もし後継者になってもいいかなという人がおられたら、

そういう人たちに支援をしていく。じゃ、どういう支援をしていくかというと、今、鹿島に

も奨学金制度がございます。県にもございます。これは高校生まででして、専門学校とか大

学には奨学金がないんですね。だから、その人たち、例えば商工業、ほかの業種でもいいん

だけれども、そういう方たちにもやはり奨学金の資格がありますよという形に変えることが

できないのかなと。そうすることによって、少しでも後継者を目指す方ができるかもしれな

い。ささやかですけれども、こういうことの考え方がないかなということなんですが、あり

ますか。 

○議長（松尾勝利君） 

 藤家商工観光課長。 

○商工観光課長（藤家 隆君） 

 それでは、資格取得等の奨学金についてお答えします。 

 鹿島市においては、専門学生に対する奨学金というのは今のところございません。 

 ちょっと話が変わるかもわかりませんけれども、後継者対策としては、高津原にございま

す鹿島藤津高等職業訓練校において、長期じゃなくて、２日以上の短期から受けられる短期

訓練等もありますので、そういった人的補助のほうは考えていきたいと思っております。 

 以上です。 

○議長（松尾勝利君） 
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 染川福祉課長。 

○福祉課長（染川康輔君） 

 奨学金制度ですけれども、福祉課のほうでひとり親に対する奨学金制度はございますが、

その中で、専門学校、短大、大学までの奨学金を扱っております。 

 以上でございます。 

○議長（松尾勝利君） 

 13番福井正議員。 

○13番（福井 正君） 

 それはひとり親さんということですね。 

 だけど、鹿島の奨学金制度ができて何年になるか、私、知らないぐらい古くからあるんだ

と思います。そのころだったら、大学じゃなくて、高校まではぜひやらんといけんというこ

とで奨学金の制度ができたと思うんですけれども、これももう大学も専門学校もいいよとい

うふうにしたほうがいいんじゃないかと、この制度自体を変えたほうがいいんじゃないかな

と、私はそう思います。実は県の制度も高校までなんですよね。国にいけば大学まであるん

だけれども、やはり市で取り組むことによって鹿島の定住人口をふやすきっかけにもなるん

じゃないかなという気がするんですが、これは規則でできているのかよくわかりませんが、

これを変更する考えはございませんか。 

○議長（松尾勝利君） 

 染川福祉課長。 

○福祉課長（染川康輔君） 

 先ほど福祉課のほうで、ひとり親対象の奨学金を扱っているということで申し上げました。 

 それと別に鹿島市の奨学資金制度がございまして、それは現在高校進学者を対象としてお

ります。それを拡充して大学とか専門学校のほうにというような御質問かと思いますが、実

際、専門学校、短大、大学というふうになりますと、日本学生支援機構ですか、旧日本育英

会ですね、こちらの奨学金がございますので、高校と大学と専門学校というふうにある程度

すみ分けがなされていると思いますので、改めて鹿島市のほうで大学までというような考え

は今のところはございません。 

 以上です。 

○議長（松尾勝利君） 

 13番福井正議員。 

○13番（福井 正君） 

 もちろん国の制度はあります。去年の６月議会だったかな、給付型の奨学金制度を鹿島で

取り組んだらどうかということを私も提案したことがあります。そのときはできないという

ことだったんだけど、やはり鹿島独自の政策を打ち出すことで、鹿島のイメージを上げて、
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鹿島にひょっとしたら来てもらえるかもわからない、新しいことに取り組むということが私

は必要な時期だと思うんですよね。だから、そこら辺は少し考え方を変えて、もちろん国の

制度はありますよ。国の制度はあるけれども、あそこは利子がかかるし、後で返さなきゃい

けないですよね。だから、私が提案しているのは、別に給付型にしなさいということじゃな

いんです。そういう制度を鹿島が変えましたという、ある意味ではイメージ戦略にもなりま

すが、そういうことに取り組めないかなということなんですけれども、考えはないですか。 

○議長（松尾勝利君） 

 染川福祉課長。 

○福祉課長（染川康輔君） 

 先ほど申し上げました日本学生支援機構の奨学金の中には無利子のものもございますし、

あと、今年度からいわゆる給付型というのが加えられたということで、この制度については、

奨学金という制度の中においては、やっぱり十分制度的にはきちんと高校から短大、大学ま

でということで、自治体のほうが高校を受け持って、短大とか専門学校、大学などは日本学

生支援機構が受け持つというような、ある程度のすみ分けというか、そういうのができてお

りますので、改めてこれを市が拡充、いわゆる福祉目的の奨学金制度としては拡充する必要

はないのかなというふうに考えております。 

 以上でございます。 

○議長（松尾勝利君） 

 13番福井正議員。 

○13番（福井 正君） 

 私と大分考え方が違うようでございますから、私は鹿島の将来の人口をふやすために、こ

ういう思い切った施策をとるということが必要なのではないですかという観点でしましたけ

れども、変わらないようでございますから、次に行きますけれども。 

 例えば、商工業者が後継者ができたとします。できたとしたときに、実はさまざまな資金

が必要なんですね。後継者の場合は親の資産等が多分あると思いますから、資金的な面は銀

行から借り入れ等々は十分可能だと思いますけれども、ただ、例えば理美容という私の専門

分野でしますと、親から引き受けた時点で設備等もかなり古くなっています。全部買いかえ

て改装する、相当な金額がかかるんですね。私も28歳のとき自分で経営を始めて、民間の銀

行に行きましたけど貸してくれなかったんですよ。親の資産はあります。だけど、あなたは

新規出店と一緒だから貸せませんと。今でも新規出店をする場合、後継者だけじゃなくて、

鹿島に入ってきて開業したいなというときは、実は銀行も市の制度も県の制度も対象になっ

ていません。借りることができないんです。ですから、1,000千円を限度にして改装費等の

補助があるけれども、それではとても足りるものじゃないんですね。自己資金を持っていた

にしても、やはり銀行から借り入れ等々をしないとできないということなんです。だから、
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市の制度融資の中に、これは非常に難しいことなんですが、意欲があって、ある意味でいっ

たら資格があって、能力があるというような方たちには、新規であっても貸し付けをするこ

とができるように変えるというやり方ができないのかなと。それをすることによって、実は

ひょっとしたら鹿島に来て自分で開業したいなという方たちがふえるかもわからない。だか

ら、従来のやり方をそのまま踏襲じゃなくて、地方創生という考え方からも、資金面でも

ちゃんと制度としてありますよということができないのかなという気がするんですが、そこ

ら辺はどうでしょう。 

○議長（松尾勝利君） 

 藤家商工観光課長。 

○商工観光課長（藤家 隆君） 

 鹿島市において、平成28年１月からですけれども、行政と商工会議所、それと市内の５金

融機関と、あと日本政策金融公庫の佐賀支店さんのほうで構成する３者連携会議というのを

発足させております。月１回のペースですけれども、会議を行っております。そういった後

継者に対するあらゆる支援策についても、その中で検討して勉強できればなと考えておりま

す。 

○議長（松尾勝利君） 

 13番福井正議員。 

○13番（福井 正君） 

 例えば、市の制度融資だけでもいいと思うんですよ。あれが年間あるのが総額２億円ぐら

いですかね。ですから、運転資金がほとんどだということを聞いたことがございますけれど

も、これは既存の方たちに対する貸し付けであって、新規の場合というのは基本的にないと

思ったほうがいいんです。新規に貸し付けを受けようと思っても、本当に貸してくれません

よ。私も日本政策金融公庫関係の仕事をしておりますけれども、新規出店の方が申し込みに

来ます。制度としてはあるんです。国金の中であるんだけれども、審査をしたらまず落ちま

す。なかなか借りることができないという状況なんですね。そういうことだったら、鹿島市

の制度融資の中に新規の方でもいいですよということを入れてあげることができないのかな

と。当然、資格要件はちゃんと調査しなきゃいけませんけれども、その資格がある方、能力

がある方に関しては、やはり融資ということも考えていいんじゃないかなと思いますが、い

かがですか。 

○議長（松尾勝利君） 

 藤家商工観光課長。 

○商工観光課長（藤家 隆君） 

 最初のほうに御答弁しましたように、空き店舗以外での新規の出店に関する鹿島市の融資

制度というのはございませんので、これも先ほど申しました３者連携会議の中で検討できれ
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ばなと考えております。 

 以上です。 

○議長（松尾勝利君） 

 13番福井正議員。 

○13番（福井 正君） 

 ３者連携会議の中で検討していただく、これもありがたいことでございますが、鹿島市独

自の政策としてこれができないのかなということなんです。先ほど奨学金で私話しましたの

と同じ考え方ですよね。鹿島のイメージをこれで上げていくという、鹿島というのは出店し

やすいところですよ、後継者にもやりやすいところですよという、このイメージをどうやっ

て構築していくのかなと、ここは私すごく大事なことだと思うんですよね。多分、答弁はこ

れ以上変わらないのかわかりませんけれども、こういうことはぜひ地方創生の観点からも考

えていくべき事柄だと私は思います。ですから、ぜひ、３者で話をされることもいいでしょ

うけれども、やはりそういうことも一つの鹿島の政策として打ち出す時期に来ているのかな

と。このままいきますと、本当に鹿島の中小零細企業、半分ぐらいなくなるかもわかりませ

ん。鹿島に与える影響は大きいです。それを少しでも整理、鹿島に少しでもおいでいただく、

新しく開業していただく、こういうことを鹿島市の政策として打ち出したらどうかというこ

とで質問いたしました。 

 間もなく時間ですから、これで一般質問を終わりますけれども、やはり今本当に時代が変

わり目でございまして、特に中小企業にとっては非常に大きな変わり目の時代に来ています。

これを何とかしていく、考えていくということが私は必要だと思いますので、こういう提案

をいたしました。 

 本日はどうもありがとうございました。 

○議長（松尾勝利君） 

 以上で13番議員の質問を終わります。 

 ここで10分程度休憩します。11時30分から再開します。 

午前11時22分 休憩 

午前11時30分 再開 

○議長（松尾勝利君） 

 休憩前に引き続き会議を開き、一般質問を続けます。 

 次に、14番松尾征子議員。 

○14番（松尾征子君） 

 14番松尾です。通告いたしました件について質問をさせていただきます。 

 御承知のように、１月に召集をされた通常国会が昨日、18日に閉幕しました。国会ルール

を踏みにじった中間報告による共謀罪法強行採決、国政を私物化した加計・森友疑惑隠しな
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ど、数の力を振りかざした安倍政権の暴挙に次ぐ暴挙に国民の怒りが大きく広がっている今

度の終盤国会であったと思います。この声はきょうの新聞ではっきり出てきたと思います。

それは内閣の支持率が急落しました。いろんな問題があるでしょう。ただ、今続いている安

倍暴走政権がこのまま行くと今後の地方自治にどういう影響があるかと本当に心配になって

くるこのごろでございます。 

 さて、46年前ですが、私は、「揺りかごから墓場まで」を掲げて、市民の生活を守る市政

を目指して市議選に立候補して初議席をいただきました。きょうまで46年、番外議員として

活動した時期もありました。この間、地方自治体がどんなに努力をしても、引き続く自民党

政治の中で地方自治体が衰退していきました。鹿島市も歴代市長を初め、執行部の皆さん、

議会、また市民の皆さんがいろんな努力をしてきたと思いますが、追いつくものではありま

せん。 

 今回私は、通告しておりますように、人口減が進む中で、少しでも人口減を食いとめ、人

口増を目指すか、鹿島市の六次総合計画の基本構想の冒頭にあるように、みんなが住みやす

く、暮らしやすいまちをいかに目指していくかということで質問及び提案をしていきたいと

思っています。特に今回は、政策的なものになると思いますので、市長に直接お答えをいた

だきたいと思っています。 

 冒頭も申しましたが、私は46年前、初めて市議会議員になったわけですが、今度の議会冒

頭に、全国市議会議長会から在職35年の表彰の伝達をしていただきました。社会人として第

一歩を踏み出したばかりの私をここまで育てていただいた市民の皆さんはもちろんですが、

立場の違いはあっても私をここまで御指導していただいた、これまで一緒に頑張った全ての

議員の皆さんの御理解やお力添えでこれまで務めさせていただいたと思っています。全ての

市民の皆さんへの感謝の気持ちでいっぱいでございます。 

 私はこの間、鹿島市は白、黒、黄色を中心に鹿島の経済が発展していることを誇りに思い

ながら活動してきました。ところが、私が議会に入った昭和46年、国営多良岳パイロット事

業が進められました。鳴り物入りでこの事業は進んだわけですが、私は既に県内ではミカン

の木を切り倒し、ミカンづくりをやめているところがある。鹿島市もこのまま行けば、ミカ

ンの木を切り倒さなければならない状況が来ることを指摘しました。なるだけ農家の人の負

担を少なくするようにと受益者負担金を少なくすることを訴えました。 

 当時、議員定数30名です。私１人が農家の負担を少なくすることを訴えたんですが、他の

議員は市の提案どおり負担を認めてしまわれました。傍聴席には負担を少なくしてくれと願

うミカン農家の人たちが傍聴席いっぱいにいらっしゃったのがいまだに目に浮かびます。 

 当時、既に農産物の輸入自由化、これはオレンジも含めてですが、その構想があっていま

した。そのようなときですから、ミカン農家が大変な時代になることを強く訴えたんです。

この私の心配は長くしないで多くのミカン農家を苦しめることになりました。鹿島市の第１
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次産業は、以前は零細農家であっても２世代、３世代の家族が一つの屋根の下で家族経営を

やりながらも生計を立てておられました。 

 私は、昭和42年６月から今の旭ヶ岡団地に住んでおりますが、当時周りの住宅は私たちの

家を含めて十二、三軒ほどで、周辺は見渡す限り田んぼでした。私は市役所に勤めておりま

したが、市役所の仕事から帰ってきたときや休みのとき、農家のおじさんたちがよく散歩の

途中、私のところに寄ってくださいました。そして、いろんな話をされたんですが、一番印

象に残っているのは、これから子や孫に百姓ば継がせとうなか、これから百姓はどがんなる

とやろかと心配をして話されたことを思い出します。 

 あれから50年たちますが、今農家だけとっても多くの方たちが心配された事態になりまし

た。政府が進めた米の減反政策、オレンジ初め農産物の輸入自由化、このような政策のため、

零細農家でも何とかやっていた農家が、親子で、兄弟でと、１軒に一緒では経営がやってい

けなくなったことは事実です。それと同時に、大企業初め企業が労働力を必要として農家の

次男、三男坊を企業の労働者として、労働力として、都会へ都会へと鹿島から出ていく羽目

になりました。 

 私が中学校を卒業する前後が一番多く鹿島を離れていかれたのではないかと思います。中

学校を卒業すると、都会に働きに行く友達を何度も駅に送った思い出があります。当時、金

の卵などと言われた若い労働力が重宝がられた時代だったと思います。 

 鹿島市は、引き続く自民党政府の農業潰しの政策の影響があり、社会的人口減といいます

か、人口が減っていく一つの要因をつくったと私は思っています。 

 年々減少していく鹿島市の人口、特に子供たちの減少がひどく、高齢者社会へと急速に進

んでいます。もちろん、この現象は鹿島市のみではありません。一部都市部を除いて全国的

に少子・高齢社会が進むと同時に、人口減が進んでいっている現状だと思います。 

 第六次総合計画書の数値データを見ますと、鹿島市の現状の中で人口の推移は、合併直後、

昭和30年、人口は３万9,392人です。20年後の昭和50年には３万4,557人、平成２年、３万

4,336人、平成27年、２万9,700人と約60年で9,692人、約１万人少なくなっていると思いま

す。 

 人口動態についても、これは平成15年からの資料がありましたので、それを見ましたが、

それを見ただけでも大きく減少していることがわかります。 

 自然動態を見ますと、平成15年には出生より死亡者が81人多くなっています。特に平成18

年、24年、26年度は死亡者が100人以上も多くなっています。その中間においても、50人以

上100人弱という形で死亡者がふえています。 

 さらに、社会動態を見てみましょう。鹿島市への転入より転出が多くなっています。ちな

みに、平成15年から平成18年までは200人を超していますし、平成19年は301人と流出してい

ます。このような現象の中で鹿島市の人口は減っているわけです。じゃ、何でこのように
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なったかということがまず問題だと思います。 

 冒頭も申し上げましたとおり、鹿島市は第１次産業が中心で立ってきた町でした。それが

国の農業潰しの政策の中で、農業をする人が要らなくなり、その労働力は都会の大企業など

企業の働き手として転出していったと思います。 

 国勢調査の資料によれば、就業構造を見ますと、第１次産業は、昭和60年、26.9、平成２

年、22.9、平成７年、19.9、平成12年、17.0、平成22年、13.3という状況になっています。

このような状況ですから、やはり人口増の問題、少子・高齢化をどうしたらよいかと、行政

はもちろんですが、議会においても、一般市民の皆さんもいろいろこれまで問題提起をされ

てきたと思います。 

 特に、このことについて私は、これまでは子供が育てやすい鹿島市を、高齢者が老後を暮

らしやすい鹿島市にするためにはと訴えてきました。乳幼児医療費の無料化や保育料の無料

化などを実現することや高齢者が安心して暮らせるような環境づくりや制度づくりをするこ

と、このことを一貫して訴えてきたんです。 

 私が議会に入ったころ、鹿島市は県内でも保育料が非常に安いほうでした。そのことを

知った市外のお母さんたちから、鹿島市に移りたいという声をよく聞いたものです。また逆

に、太良町が給食費を無料にしたとき、鹿島市のお母さんが太良町に移り住みたいとおっ

しゃったことも思い出します。さらには、家賃の安い住宅をと訴えてきました。しかし、今

私が提案してきたそれだけでは、根本的に解決できないと思いました。 

 この問題に対しては、行政やほかの議員の人たちは企業誘致をと訴えておられますし、市

民の中にも要求があるのは当然です。行政としても企業誘致のために長年努力をしていただ

いております。しかし、経済状況や、さらには鹿島市は道路問題なども障害になり、なかな

か思うようになっておりません。ここで私は、鹿島市が思い切った取り組みをしないといつ

までもこれまでと同じことの繰り返しというより、ますます人口減は進み、少子・高齢化が

進む要因になると思います。 

 総合計画の人口の将来展望の欄を見ますと、「人口減少傾向に歯どめをかけるために若者

の流出に歯どめをかけ、若い世代が安心して働き、子育てができる環境づくり、鹿島の魅力

を生かしたまちづくりの実現に取り組む」とあります。そして、人口の将来推計、施策によ

る効果イメージというのがありますが、それによれば、平成32年２万7,881人、42年２万5,115

人、72年１万6,760人と記されています。さらに、人口減少対策の施策イメージというのが

ありますが、その中には、社会増の対策として、「移住、Ｕ・Ｉターン、新規住宅整備」、

さらに自然増の対策として、「結婚、出産、子育ての希望をかなえる施策、出生率の向上」、

社会減の抑制策として、「雇用、産業の創出、交通網、生活基盤、まちの魅力（賑わい）、

ふるさと教育」、さらに、自然減の抑制策として、「医療・福祉の向上、いきがいづくり」、

このようなことが書かれています。 
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 特にこの中で私は、今一番大事なのは雇用の場の確保だと思います。それについては、基

本計画の中の主要施策に上げられております。この中に雇用と勤労者福祉というのがありま

すが、その主要政策の中で、「佐賀県企業立地促進特区制度を活用した優良企業の誘致およ

び地場産業の振興による雇用の拡大」、２つ目として、「ハローワークの行う就職相談機能

に対する連携体制の構築」、３番目として、「地元企業へのＵターン、Ｉターン、Ｊターン

の促進」、４番目として、「雇用主・勤労者・地域・行政の協働による勤労者福祉の増進」、

５番目として、「勤労者の生活の安定と福利厚生の向上のための福祉制度の利用促進」とあ

ります。そして、目標を定めて５年で集中して取り組む施策として、「佐賀県企業立地促進

特区制度を活用した優良企業の誘致および地場産業の振興による雇用の拡大」とあります。

そして、目標指標として、「優遇措置の維持と中小企業向けの一元化窓口による支援」とい

うことが書かれております。 

 これは、具体的なこれからの取り組みとしてされると思いますが、これまでもこれに似た

ようなことをいろいろ取り組んでこられたと思いますが、ここに上げているこれが本当に実

現できる見通しがあるのか。今これまでの企業誘致にしてもいろいろ問題が上げられており

ましたが、まずこのことについて自信を持ってこのことをやっていけばやれるんだというよ

うな、そういうことがあるのかどうか、お尋ねをしたいと思います。 

 次に、私は今回、雇用の確保のために減らされ続けている市職員の削減をとめること、さ

らに、職員の採用は正規職員の採用を基本とすることを上げております。 

 行革により、市の職員が減らされ続けておりますが、今鹿島市の職員は、正規職員が238

人になっています。さかのぼってみますと、平成11年300人、平成15年290人、平成19年261

人、20年257人、29年238人となっています。ちなみに、条例定数を調べてみますと312人、

つまり年々減らされ続けながら、今年当初では条例定数より74人少なくなっています。もち

ろん、正規雇用以外に臨時の皆さん方もあると思いますが、話に聞きますと、ほぼ臨時の人

と正規職員で条例とんとんじゃないかというような話も聞いておりますが、そういう現状に

なっています。 

 行政の仕事は以前からすれば、国のいろんな動きなどもあり、非常に複雑になっていると

思います。私も以前は、市役所で仕事をしておりましたのでよくわかりますが、本当に大変

になったなと思いながら職員の仕事を見ています。 

 ここで中身のいろんな問題には触れません。ただ、鹿島市の定住人口をふやすことの手段

として、鹿島市役所に正規の職員を採用するということです。もちろん、今も採用はされて

おりますが、これでは追いつきません。入れても削減をしているからです。 

 私は、鹿島市の人口増については、企業誘致に頼るだけでは絶対解決は困難という考えを

持っています。それは、今までの取り組みと実績でよくわかると思います。今雇用をふやす

絶好の職場は市役所だと思います。鹿島市全体を見ますと、今農家はもちろん、商店街に
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至っても後継者がいないということで廃業しなくてはいけないのではないかということだけ

でなく、廃業したところもあります。この件については、先ほど質問された福井議員の質問

の中で十分におわかりになったと思います。 

 今、農業にしても商業にしてもそうですが、都会などに出ていった子供たちが跡取りとし

て帰ってきても経済的にやっていけない状況にあるのはどこも一緒です。 

 ある農家の方がおっしゃいました。鹿島に帰って後継ぎをせんばいかんと思うが、百姓で

は家族を養えん、ごめんねと息子が言ったと寂しそうに語られた姿が思い出されます。今百

姓でやっていくには、本当に大変な状況があることはわかります。もちろん、今の市内の商

店街の様子を見てもわかります。私は、何とか鹿島に帰ってきたい、親の面倒を見たいと

思っている人はたくさんいらっしゃると思います。しかし、まず百姓だけではできない。か

といって、安定して働く職場がない。これでは鹿島に帰りたくても帰れないわけです。親孝

行がしたくてもできないわけです。介護をしたくてもできないんです。 

 今市役所は、正規職員以外の職員を採用しています。これにも問題があります。以前、５

年ほど市役所にパートで働いた若者の男性がおりましたが、やめなくてはならなくなりまし

た。その後、鹿島には安定した仕事がなく、よそに働きに行ってしまったという人を知って

いますが、このように臨時採用の問題でも解決しなくてはいけないと思います。仕事によっ

ては、短期の臨時も必要なときもあるでしょう。それはそれとして、やはり安定して鹿島に

永住するためにも正規雇用が必要になると思います。 

 今、市役所の中は、既に定年を迎えた職員が何年も長い間大変な仕事に取り組んでおられ

る姿を見ます。確かにそれも必要でしょう。しかし、なぜそうなるのか。よく考えてみます

と、職員が少ないためになれた職員をいつまでも働かせるということになるのではないで

しょうか。これでは若い職員は育ちません。ベテランの職員が若い職員を育てるという余裕

も全く見られません。社会的に公務員が多過ぎるという声があるのも事実です。しかし、最

低市民に十分手の届くだけの職員は必要だと思います。 

 繰り返しますが、今鹿島市の人口をふやしていく、そのためには、まず鹿島市役所に正規

職員を減らすことを私は提案していきたいと思います。 

 ここで、市長のお考えをお伺いして、第１回目を終わります。 

 あとの質問もありますが、それは後ほどにしたいと思います。よろしくお願いします。 

○議長（松尾勝利君） 

 執行部の答弁を求めます。口市長。（「ごめんなさい、ちょっと訂正させてください。

いいですか」と呼ぶ者あり）訂正許します。14番松尾征子議員。 

○14番（松尾征子君） 

 今、指摘で大事なことを間違っていたようです。鹿島市で正規職員をふやすことを提案し

ていきたいと思います。済みません。よろしくお願いします。 
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○議長（松尾勝利君） 

 口市長。 

○市長（口久俊君） 

 いろいろ多岐にわたって御質問ございましたが、２つだけ私から答えたほうがいいかなと

思いますので。 

 １つは、正直言って、人口増に決め手と、これというのはないんですよ。いろんな施策を

総合的にやっていかないといけないということになりますが、どうも御趣旨の中で企業誘致

は有効な手段だけではないんじゃないかという話があったので、非常に残念なのは、来週こ

れを質問してもらったらお答えが出たんですよ。きょうは実はお約束で言えないわけでござ

いまして、結論から言うと、かなり優良な、輸出もやっておられるような企業を関東から誘

致をするということを来週発表することに、今の段取りでなっています。よほどの手違いな

りハプニングがない限りはお知らせできると思います。残念ながら、それは申し上げられな

いので、頑張ったということだけはお話ができると思います。 

 ただ、それ以外にも、いろんな住宅だとか、子育てセンターだとか、交通の状況とか医療、

福祉ございますので、それはいろんなことをやっていかないといけない。その中で一つ御提

案がありました市役所の職員の問題ですね、次は。 

 私ども、皆市役所の職員なんですけど、職員をふやしていくというのをなかなか我々から

申し上げるというのは、正直言って適当じゃないと思っております。そりゃ職員がたくさん

おれば分担は楽ですし、それからトータルの能力も発揮できると思いますが、人件費の問題

とか、ほかの企業との比較からいって、市役所の職員から最初に手をつけるというのは、こ

れは極めて難しいかなと。まず市民の皆さんの気持ちからいって、人口増のために市役所の

職員をふやすのはどうかということになったら相当これは議論を整理をしないと、わかった

と言っていただくには議論を詰めないといけないと思います。むしろ、全体の流れとしては、

世の中、市役所の職員についてきっちりとその働き方を評価して、適材適所をやってちゃん

と市民のニーズに応えられるようにしてくれという声も片方あるわけですから、そういうの

を踏まえて、数で、人口増が狙いだから数をふやせばいいだろうと。少しこれはショート

カットかなと私は思っております。 

 むしろ、このところ、出生率が一番上がっている町を見ますと、実績としては、１番は

やっぱり労働時間のようなんですよ。労働時間、つまり超勤のない職場が一番人気があるん

ですよ。２番目が、職場に行かれる方の実績からしますと、通勤時間が短いところのほうが

出生率が高いというデータが、これは全国的に出ております。だから、もしそういうことが

あるとすれば、そういう方向で対応することができるんじゃないかと。これについては、国

のほうも少し動きを変えられているようでして、特に公務員の勤務のあり方については、方

向転換、転換じゃないですね、前何かあったわけじゃないですから、きっちりと雇用のあり



- 111 - 

鹿島市議会会議録 

方について整理をした上で制度提案をされるというふうになっていますので、その流れを

我々は見ていかないといけないと思っております。 

 一番出生率が多いのは、実は、さっきの条件に当てはまるのは離島なんですよね。離島は

多いんですよ。その次に、最近鹿島市も実は出生率が上がってきたということもございます。 

 ですから、人口増という面では、出生率と同時に定着というのがあります。そういう意味

では、市営住宅とか、いろんな方策を提案しておりますので、そういうことの先を見ていた

だければと思っております。 

 重ねて申し上げますが、職場の関係を市役所からというのはちょっと、我々から申し上げ

るには適当じゃないと、そういうふうに思っております。 

 あと、どういうことを今政府が提案しよるかという詳しいことは、もう新聞にも発表され

ておりますが、御興味がございましたら、担当の課長から説明をいたさせたいと思っており

ます。 

 絶好の職場というのは、どうもちょっと、どういう意味で絶好の職場とおっしゃったか非

常に難しいと思っております。 

 以上です。 

○議長（松尾勝利君） 

 午前中はこれにて休憩します。なお、午後の会議は午後１時から再開します。 

午前11時59分 休憩 

午後１時   再開 

○議長（松尾勝利君） 

 午前中に引き続き会議を開き、一般質問を続けます。 

 14番松尾征子議員。 

○14番（松尾征子君） 

 それでは、お尋ねをしていきたいと思いますが、まず、私が総合計画の中での具体的に上

げられての、それは現実的に実現できるのかというようなことでお尋ねしましたが、それは

先ほどおっしゃいました来週質問してもらえば答弁ができるというような、それがお答えに

なるんでしょうかね──と私は思って受けとめたんですがね、企業。 

○議長（松尾勝利君） 

 口市長。 

○市長（口久俊君） 

 今のはちょっと一部誤解がありましてね、誘致だけではだめだというお話があったので、

誘致については来週きちっとした発表ができるという意味でして、今の答弁、全体が来週で

きるということではなくて、六次計画についてはまだまだこれから加速化していかないとい

けないというところですから、順調に進んでいるとは思いますけれども、計数的にどこまで
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行ったかというのは、また言えるものと、まだまだはっきり申し上げないほうがいいものと

あると思います。 

 来週と言ったのは、企業誘致のことですから、お話をしたと思います。優良な企業がここ

へ進出をしていただくということについて、ほぼ九分九厘、野球の試合で言うたら９回ツー

アウトまで来ていますけれども、これは最後のところが大事なものですから、そことの企業

のお約束で来週公表をするということになっていますので、御了解をいただきたいと思いま

す。 

○議長（松尾勝利君） 

 14番松尾征子議員。 

○14番（松尾征子君） 

 企業誘致については、これまでも何度も、いかにも実現できるような話を聞きながら何回

も肩すかしを食っていますが、今回はぜひ実現できるように期待をしておきたいと思います。 

 それでは、次に行きます。 

 市役所の職員の定数をふやせということについて市長は、我々から申し上げることは適当

でないということをおっしゃいましたね。私は市の職員をふやせというのは、ただ単に１人

の人の就労の場所をつくれというだけのことじゃないわけですよね。職員をふやすことがど

ういうふうにつながっていくかというと、市民のサービスにつながっていくわけですよ。 

 お尋ねしたいと思いますが、今もちろん、現地の方も働いていらっしゃいますが、先ほど

から言っておりますように、非常に正規の職員の人も減っておりますが、今市の職員の方が

どういう仕事のやり方をなさっているか、あなた御存じですか。今本当、私もずっと見てい

ますが、大変なお仕事だと私は思いながら見ていますよ。そういう実態、現状をあなたは御

存じなのか、まずお尋ねします。 

○議長（松尾勝利君） 

 口市長。 

○市長（口久俊君） 

 実態は当たり前のこととして、職場の責任者ですから知っているはずで、これは当たり前

のことなんですよ。むしろ、考え方があなたと違いまして、職員は一生懸命頑張っている、

外から見て、いわばその全体を支えていただいているのは市民ですから、いや、市役所の職

員は近ごろぐうたらねとか、ちゃんと人をふやさにゃ、ちゃんとしわえんばいと言っておら

れるのか、あれは一生懸命働いている、でも人が足らんと、難儀していると、じゃ、ふやし

てやれとか、いろんな考え方があるでしょう。その中で、これは人をふやさんとかわいそう

かよという声が聞こえてくるという状況にはなっていないと。みんな一生懸命働いているの

は当然です、それは。それは勤務状態全部チェックをされていますから。だから、おっ

しゃっている意味がそこで少し違うんじゃないかと。私が言っているのは、市民が知らない
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と言っているんじゃないですよ。市民が、市役所の職員は難儀していると、あの人数じゃこ

なし得んよと、もっとふやしてやらんといかんとか、そういうお話を余り聞かないというこ

となんですよ。頑張っていないとは言っていませんよ、職員の皆さんはね。ただ、市民の皆

さんは、自分たちの企業も持っておられる、職場もあると、それと比較してどうしてもお話

になりますから、市役所が先に手をつけて職場の環境をあるいは変えていくとか、そういう

ことは私たちから言うことではないと、そういうことを言っているわけです。世の中には先

憂後楽という言葉もありますから、それはこういうことを言っているんじゃないかと思いま

す。 

○議長（松尾勝利君） 

 14番松尾征子議員。 

○14番（松尾征子君） 

 今の市長の答弁は私はおかしいと思うんですよ。市民がこうこう言ってないとかなんとか

ね。その前にあなた自身が職員の実態、上司だから知っていますよと、それまででしょうけ

ど、あなたは実際にそういうのをつかんでいらっしゃるのか、報告を受けた段階で御存じな

のかね。 

 じゃ、聞きますがね、あなた、庁舎の中を１カ月に一遍でも皆さんの状況を見て回るとか、

直接職員に話を聞くとか、そういうことを、恐らくなさっていると思いますがね、なさって

いますか、まずお尋ねします。 

○議長（松尾勝利君） 

 口市長。 

○市長（口久俊君） 

 この話はね、以前にしたこともあります。職員を一番トップがしょっちゅう目配り気配り

していないと職員がちゃんと働かない職場かどうかという話がございました。私は、それぞ

れの管理、あるいは全体の職制を信用いたしていますから、ちゃんとやっているというふう

な報告をきちっと受けていますから、それは信用していると。大変ですよ。トップが暇でも

ないのにいつも職場をぐるぐる回っていないとちゃんと働かないような職場、そういう職場

であったらいけないと、僕はそう思っていますから。ぐるぐる回っていることが実態を知っ

ているということであれば、そこは少し考え方は違う、そういうことです。 

○議長（松尾勝利君） 

 14番松尾征子議員。 

○14番（松尾征子君） 

 私はね、しょっちゅうぐるぐる回れなんて言っていませんよ。たまには回って職員の皆さ

んから実情を聞くとか。トップなら自分のところの家族をそのくらいするのは当然だと思い

ますがね。 
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 それでは、今職員の人たちが、特に正規の職員だけじゃないですよ、長いこと臨時でい

らっしゃる職員の人たちが本当に深夜までいろんな形で引っ張り出されたりなんかしながら

仕事をされている。そういう実態は十分つかまれていますか。 

○議長（松尾勝利君） 

 口市長。 

○市長（口久俊君） 

 恐らく今、超勤の実態のことをおっしゃっていると思いますけれども、超過勤務の実態に

ついては、きちっと報告を受けております。ただ、市の職員の場合の超過勤務は、ひょっと

したら昨年が一番多かったかもしれません。私はそういうふうに認識をしていますけれども

ですね。ただ、時によってぶれますから、それは。職場によってもぶれます。そのときその

ときでいろんな事業があったりしますから。それを目配りをしているということと、どう考

えられるかですが、私はきちっと聞いております。それと、よく通りますからね、ここは。

どのところがライトがついているかどうかというのはきちっとわかりますよ、それは。 

 だから、実態、実態とおっしゃいますけれども、何が実態かというところがちょっと違う

んじゃないかと思いますけどね。 

○議長（松尾勝利君） 

 14番松尾征子議員。 

○14番（松尾征子君） 

 市役所で遅くまで電気をつけている仕事をしているのはわかりますよ。そうじゃない仕事

をされている人がいるんですよ。私もいろんな市民の皆さんのお手伝いをさせてもらってお

りますがね、体の問題とか精神的な問題とかいろんな問題がある人は、朝、昼、晩関係ない

んですよ。そういう状況で電話が入ったり呼び出されたりするというのはありますがね。市

の職員の人たちもそういう実態にある人があるんですよ。 

 それから、パートで働いている人たちは本当にここまでしなくちゃいけないかというよう

な幅広い仕事をさせられている実態もありますがね。私は、超過勤務手当が出ています、超

過勤務の報告が出ていますから、それをチェックしますとかなんとか。じゃ、何をどうして

いるのか、そこまでやっぱり上司ならチェックをせんといかん。そういう実態があるので、

今この市役所の職員が病気休暇だとか、メンタルの問題で休んだりとか、そういうところに

追い込まれるんですよ。 

 私は、そこはちゃんと市長がつかまんといかんと思うんですよ、詳しくね。忙しいのはわ

かりますよ。10回東京に行くのを１回ぐらい減らしてそういうのにつぎ込んで見てください

よ、本当に。笑い事じゃないですよ。本当、皆さんはどういう気持ちで仕事をされて、そし

て、そういう実態を知ってこそ、市民が、市役所は何しよっとか、何か言われたときに、そ

うじゃないですよと、実はこうなんですよと、あなたがそれに答えていけるような、それを
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やらんとだめなんですよ。そうしないといつまでたっても、ふやせと言ったって、私から言

えません、言えませんと、そういうことを言わなくちゃいけなくなるんですよ。 

 ですから、私はまず、本当にあなたがトップなら職員全部の実態知らんといかんですよ、

体力の問題からなんから、能力の問題から知ってしかりですよ。そこまでぐらい、もう下の

人に任せて、次の上司に任せています、それでは市長としての役はできませんよ。皆さんが

市民のために頑張ろうとしていらっしゃるわけですからね。そこのところをあなたが、うん、

あなたたちが何しよるかわからんごたっと言いよっばってん、そがんじゃなかばいて、実は

こがんばいと言えるような、そういう管理をしないと、いつまでたったって、市の職員はふ

やしませんよね。行革で減らすだけですよ、これじゃやっていけないですよ。もう移ります

がね。 

 今、人口増とかそういうのに対しては、ＵターンとかＩターン、さっきもちょっと申しま

したが、そういう形での取り組みが非常にふえていると思いますね。それで、これは市の職

員にじゃないですが、たまたまちょうど農業新聞を見ていましたら、大分県ですか、ここが

非常に進んでいて、ここは自然のよさもいろいろあるわけですからね、そういうことでＵ

ターンといいますかね、移住してくる人が非常に多くなったというのを書かれておりますが、

私はやっぱり移住をしていただく、Ｕターンをしていただく、そのためには何が一番大事か

というと、やっぱり働く場所がないとだめなんですね。先ほども言いましたが、私は制度を

よくすれば移ってきてもらえるんじゃないかなという、そういう甘い考えでしたが、今はそ

れは通用しない。やっぱりそこに行って安定した収入があって生活ができる、そういう体制

をつくらないと、本当に移ってきてもらえないというのがあると思うんですよ。そういう場

合に、呼びかけて、鹿島に移ってきてください、鹿島はよかですよと、いろんなところに、

県外に呼びかける、こっちから出ていった人たちに呼びかける。しかし、今考えてみて、

じゃ、仕事があるのかというと、本当に落ちついて生活できる職場というのはほとんどない

ですよね。その証拠に市内に住んでいる若者だって遊んでいる人がいっぱいいるわけですよ。

これは仕事がしたくなくて遊んでいるんじゃないですよ。ないから遊んでいる。今たまたま

タマネギの時期で若い人たちまで、タマネギの日雇賃金よかばいというて、そこに行かんと

どうしようもないからというような状況で働いている人もありますけれどね。 

 だから、私は、その職場として、今市役所自体が今の状況では市民サービスをしていく上

でもどうしても職員が足りないと思っている。だから、ここにまずその職場を確保するため

に職員を入れなさいということを私は言っているんですよね。 

 よく皆さんから聞くのは、うちの子大学に出したけど、ここにはもう仕事のなかけん帰っ

てこんて、せっかく大学ば出したばってんと、そういう声結構ありますよ。それから、自分

が１人になったので子供に帰ってきてもらいたかばってんが、仕事のなかけん帰ってきてく

いろとは言われん。家族もできて生活もできんじゃどがんしゅうなかと、そういう声いっぱ
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いあるんですよ。 

 例えば、そういう人が全国に鹿島市出身の人がいっぱいありますから、そういうのに呼び

かけをして、そして市役所に入っていただくような、そういう体制をとったとしますよ。

とったとしますと、職員に入る人が１人じゃないですよ、家族もおりますからね。奥さんも

あるでしょう、子供もあるでしょう、もちろん１人の人もあるでしょう。しかし、１人の人

は行く行く結婚して家族もふえるという状況があると思うんですよ。 

 そういうのを考えるときに、やっぱり私は、今、企業誘致も、もう間もなく来ますよと

おっしゃっていますが、その前に市長の腹次第では、企業誘致より先にそういう状況をつく

り出して、ここに住んでいただく、人口がふえていくという結果にもなりますし、例えばそ

の方が農家の方であるとすれば、農家の家に帰って、例えば夫婦の１人が市役所で働くと１

人が農業の手伝いをするとか、後継者がいないということで、今金をかけたりして後継者を

どうするかというのもありますがね、自然的にそういうのが出てくる。商売人さんだってそ

うだと思うんですよ。そういういろんなプラス面が私はこのことによってできると思うんで

すよ。 

 例えば、企業誘致のためにどれぐらいの優遇措置、お金が要りますか。ちょっと大体のと

ころわかりますか、企業誘致をするためにどれくらいの金がかかるか、市長わかりますか。 

○議長（松尾勝利君） 

 口市長。 

○市長（口久俊君） 

 どれくらいのといっても、相手の規模にもよりますけれども、その前にいろんな、こちら

から行っていろんな調整をするということ。だから、事前の出張旅費とか、そういうのを全

部抜きますと、企業がお見えになっていただくということにすれば、固定資産税、それから

法人税、全部ただにするのはなかなか難しいですが、ある程度減免をしてあげないといけな

いだろうと、期間にもよると思います。恐らく数千万単位ということになろうかと思います

よね。 

○議長（松尾勝利君） 

 14番松尾征子議員。 

○14番（松尾征子君） 

 今の御答弁では、いろいろあると思いますが、数千万円だろうとおっしゃいました。例え

ば、ここに職員を採用しましょうと。１人年間3,000千円と考えましょうね。20人採用した

として60,000千円ですね。それはずっと毎年要りますけどね。しかし、その人たちも市民で

すから、税金を払い、町に行って買い物をし、生活をする、家族の人もできてくるというこ

とになりますと、私はただ単にここに入れるというんじゃなくて、こういう形ではいけませ

んが、経済的な効果もすごく生み出してくる。企業誘致もいいと思いますがね、私は大きな
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プラスが出てくると思うんですよ。 

 特に企業誘致だって、今度の企業はどういう形での契約かわかりません。今は労働力はあ

んまり要らんでもできるような企業もありますし、正式職員にしますと言いながらも、最終

的まで正式職員ではやっていけないというような企業、そして、企業の場合にはいろんな経

済の浮き沈みもありますから、いろんな問題が出てきますが、職員として入っていただくと

いうことになりますと、ここで安定して生活もできるし、いろんな経済効果も出てくるとい

うような、そういう有利性もあると思うんですよ、私は。 

 だから、そういう面で私はぜひ、市長は今の場合は言えないとおっしゃっていますがね、

やっぱりこれからここで鹿島をどう太らせていくかということについては、今、考えていく

時期だと思うんですが、どうなんですかね。 

○議長（松尾勝利君） 

 口市長。 

○市長（口久俊君） 

 今おっしゃっている職場をこの地域に確保して、ある程度の人件費が支払われる。そうす

ると、当然それに伴う経済効果が出てくる。これはもう全くおっしゃるとおりで、否定はし

ないんですよ。僕はずっと繰り返し言っているのは、そのスタートを市役所の職員採用から

始めると、そこになかなか全体としての理解が得られないんじゃないかと言っているんです

よ。だから、そのレベルで考えると、職場をつくるにはやはり企業誘致。しかも、常に言っ

ていますけど、もし企業誘致がなかなか難しければ地元で起業をしてもらう。つまり業を起

こしてもらうと、それに金を使うんじゃないかというのが一番理解を得られやすいでしょう

ということなんですよね。 

 なぜ、市役所の職員の採用、あるいは増員にこだわっておられるかと、もう一つよくわか

らないところもありますけれども、それは、一番最初にこういう御時世の中でとるべき方策

ではないと私は思っております。 

 そういうためには、大変に今より圧倒的に業務はふえたけど市役所の職員が対応できない

と、物量的にも、あるいは質的にも、そういう状況があって、市民の皆さんが職員をふやさ

んとやっておられんよということについての御理解をいただくような機運が醸成していない

と、そこのところはまだそういう状況にあるとはとても思われないということだと思います。 

 ちょっと事例はずれますけれども、最近おかげさんで聞こえてきていますのは、いろんな

方が外からお見えになって、中には転入もされます。一番の窓口に行って、ああ、最近は職

員の皆さんが一生懸命丁寧に応対していただけますよ、ちゃんと話を聞いてもらえるという

話はしばしば聞きますが、どうしようもないけん人をかえてくれんねとか、人をふやしても

らわんと困りますよという話はなかなか聞こえてこないということもあるわけですよ。 

 だから、市の職員にこだわられるところはちょっとなかなか、我々はもちろんですが、市
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民の皆さん、市の職員ば先にふやして人口増につなげんばいかんとかねというのは、正直

言ってなかなか説得力といいますか、理屈の上で結びつかないところがあるんじゃないかと、

そこが一番の懸念材料なんですよ。 

○議長（松尾勝利君） 

 14番松尾征子議員。 

○14番（松尾征子君） 

 何度も言いますがね、市長がそういうお考えだから市民が理解できないと思うんですよ。

市長自身が本当に職員全部の仕事ぶりを知って、今どうなのかと、こういうふうなんだよと、

やっぱり職員ふやさんとあんたたちの市民サービスは十分にいかんと、職員がこんだけ苦労

してるぞと言ったことがありますか。ないとすれば、あなたが職員を信用していないんです

よ。 

 私たちよく話しますが、やっぱりわかりませんよ、たまたま市民の方がお見えになったと

き、机のところでたまたまおしゃべりをしよっとば見とって、しゃべりばかりしよっとか、

そういうことだってありますよ。決してそうじゃないんですよね。見てみませんか、今昼休

みだって職員の人たちが外に出てキャッチボールしたり囲碁、将棋をしたり、何とかね、そ

ういうゆとりのある昼休みしていますか、皆さん。もとはそうじゃなかったでしょう。休み

時間ぐらいに机に座ってじっとするしかないわけでしょう。私も職員でおったころは、昼休

みは皆さんとキャッチボールをしたりバドミントンをしたり、腹いっぱい体を動かしました

よ。そういう姿見ませんよ、今。 

 それと、私思いますが、以前は市民の方がよく市役所を訪れて職員の横でおしゃべりな

さっていました。要らん話もあったですよ。しかし、あったでしょうけど、そういう会話の

中で、いろんな問題の提起もあっていたんですよ、いろんな方がおいでになって。今そうい

う姿は市役所の中で見えませんよ。もう言うと、近ごろお話いっちょんせんねと言うと、だ

いでん忙しかごとしよんしゃっけんされんもんと。そうですよ。私たちだってたまに冗談話

をしに行ったりしますが、気の毒だと思いますよ、忙しくなさっているときにね。そういう

現状なんですよ。本当職員の人、おりゃ、ゆっくりしとっばいと思うた人おっですか。特に

今なんか人事異動のあった後ですから、全く関係ない仕事を、今までしたことない仕事につ

いた人たちというのは、それこそ死に物狂いで私はいろんな事務の、新しくなった課の勉強

をされていると思いますよ。きょう新しくなった方が答弁されました。いや、ようこの短期

間のときにこれだけのことを答弁できるだけになんさったなと私は感心しながら聞きました

がね、そういう現状ですよ。 

 だから、やっぱりここで私たちが職員をふやすと言えないとか、何で市の職員が先かと

おっしゃいますが、そこから始まっていくと思うんですよ、私は。そして、ここからやっぱ

り、ああ、ふえただけでこがん違うてきたばいと、やっぱりよかったばいと言えるようにせ
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んといかんし、それを先頭になってするのがあなたなんですよ、あなたが責任者だから。い

つまでたっても市が云々なんとか、そんなこと言えませんて言いよったら、これは発展ない

と思いますよ。 

 そして、さっきおっしゃったように、企業が来んならここで起業をする、仕事を起こすと、

そんなら今までだってできているじゃないですか、それができないでしょう、今の経済力の

中では。口で言うように簡単じゃなかったでしょう。それができとったらいつのこと、早う

せんですか、せんですかて言えると思うんですよ。しかし、今の人口が減っていく経済、鹿

島市の経済力の中でどこまでなのかわからない、購買力も落ち込んでいく中で、何かを立ち

上げるとしたって、できないですよ。 

 先ほど福井議員がおっしゃったでしょう。食堂ものうなってしまうかわからん、何もかん

もておっしゃった、それが現実ですよ。そういう中で、新しい起業を起こしますて夢のよう

なことを言ったって誰もどうもできないんですよ。それより現実的に今私が申し上げたよう

なことを、一遍に先ほど20人ぐらいとか言いましたがね、例えば５人からでも、10人からで

も、年次的に私はＵターンの皆さんを、また、地元の人がおれば外に出ていかないように、

高校を卒業する人だとか、いろんな人があると思うんですよ。特にあなた、市長は大学生を

いっぱいここに呼び込んでいますから、そういう大学生なんかにも声をかけてみらんですか。

ちゃんとした生活できるだけの給料があって、住まう保証があってということになれば、そ

れは来る人もあるかわかりませんよ。 

 そういう形で、私は市長が何と言われようと、やっぱりこれを、うん、少しでもと思える

ようにするためには、何度も繰り返しますが、あなたが市の職員の実態をもっとよく知ると

いうこと、今病気で休んでいらっしゃる方もありますが、どういう形で休んでいるのか、ま

してや、メンタルなんかは何が原因でこうなってきたのか、そういう細かいことをしっかり

とつかんでいかないと、私は市長室の上から見ただけでは本当の職員の実態はわかりません

よ。どうですか、これからは少しそういう方向に──忙しいのはわかりますよ。わかります

けど、それをやらないと本当にトップだとは言えないと思います。 

○議長（松尾勝利君） 

 口市長。 

○市長（口久俊君） 

 一つ一つ反論してもしょうがないですけど、例えば、今勤務の実態、どういう理由で休ん

でおられるか、何日お休みになるか、全部私のところまで決裁来るんですよ。その話を聞い

て、それは理由がつけば、あるいは納得できれば、あるいはそれは処理やっています。 

 それと、市役所が何でもかんでもできるように期待しておられるのはありがたいことなん

ですし、職員は頑張っている、それはもう知っています。ただ、頑張っていることと、一番

の違いは、何か、例えば職場をふやす、豊かにする、それから処遇を改善する、私とあなた
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の一番の違いは、市役所から始めろということなんですよ。それはちょっと違うんじゃない

のと。市民の皆さんに、市役所は今度こういうふうにするからよかでしょうかと言って、お

お、そう頑張ってくれという話になる可能性とどっちが大きいかということなんですよ。そ

ういうことなんですよ。そこが一番違います。 

 したがって、これはもう同じことの御質問も行われているし、同じことの答弁だと思いま

すが、その部分が折り合わない限りは、これはずっと平行線だと思います。 

 ただ、１つだけお話をしときたいのは、仕事がふえている、複雑になってきている。特に

福祉関係は複雑になってきていると。だから、従来の定員管理の方向を修正しまして、それ

は次第に実際おやめになる方の数と新規採用の数と、それから定年を今、定年でおやめにな

る方も、新たにですね、おやめになった後も採用しまして、再雇用してやっていると、そう

いう管理をやっていると。だから、単に機械的にどこからか決まったとおりやっているとい

うことだけではないということも、むしろそういう実態も知っとっていただきたいと、そう

いうふうに思います。 

○議長（松尾勝利君） 

 14番松尾征子議員。 

○14番（松尾征子君） 

 何度も言うようですがね、何で市役所からかと。あなた自身がないんですよ、市民に対し

て。そういう形を取り組んであなたがやっていく自信があるならやってみようと言えると思

いますが、あなたはまずやる気がないと同時に、自信がない。自信がないと思いますよ。 

 それから、今、福祉問題が出ましたから言いたいですがね、市民に一番直結した大事な部

局で、どうですか、半分ぐらいパートでしょう──と私は思いますが、間違っていたら済み

ません。それくらいパートだと思いますが、その人たちがどんな仕事をされているか。先ほ

ども言いましたが、時間もないようにして思わんときに呼び出され対応する、これも退職し

て長く臨時でおる職員がそういうことをしている。本来なら、若い職員を育てていかんと次

につながらんのですよね。確かにベテランの人がすると市民の対応はいいでしょう。しかし、

80、90までその人を雇うわけ、幾らベテランといってできませんからね。だから、そういう

新しい職員を育てる余裕だってないんですよ、今福祉の職場では。これは問題ですよ。非常

に問題だと私は思います。 

 だから、私はここで職員をやっぱり、特に呼びかけをして、Ｕターン、Ｉターンの人たち

をここに呼び込むという、このことを私はぜひ、もう市長、何度言っても同じ繰り返しにな

ると思いますがね、うなずいていますから、そうだと思いますがね、そうじゃなくて、思い

切ってここで考え方を変えていただきたい、私はそう思います。 

 特に先ほどからＩターン、Ｕターンというのを言っていますが、いろんな資料があります

が、そのために何が必要かということで、いろんな今資料がありますね。それを見ますと、
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やっぱり希望する仕事があったからだと、だから戻ってきたんだとか、それが一番やっぱり

多いようですね、いろんな資料を見ますと、その原因として。 

 それと、地域の人、例えば家族だとか、それから自治体とか、いろんなところから呼びか

けをしていただいたので行ったと。例えば、これも極端に言えば、市役所で募集しよっけん

帰ってこんやと、試験ば受けてみんやとか、そういう呼びかけというのがあると思うんです

よね。 

 だから、私はもうぜひそういう人たちを鹿島に戻ってきてもらう。先ほどから言いました

が、農家の跡取りであらんといかん人が、こっちでやっていけんでよそに行ってる。帰って

きたいけど家族を養っていけるだけの農業はできないと、そういう人たちが戻ってきて、親

の介護をし、たまには農業をしながら、職員として勤めて頑張ると、そういう私は対応をし

ていかないと、本当に鹿島はこのままの状態では、先ほど数字が出ていましたが、何人です

か、一万何千人という数字が出ましたが、そこまでとんとんと行く可能性、おそれはあると

思うんですよ。 

 そこで、定数の問題で１つだけ聞きたいと思いますが、今条例定数が312名ですかね──

になっていると思います。ところが、この条例は全く変わっていませんね。これは312名と

いう定数は、これだけが必要だということで決められていると思いますが、そうなんでしょ

う。そうであるならば、私は条例は守らんといかんと思いますが、その辺についてお考えに

なったことはありますか。守られていないんじゃないかと思いますが。 

○議長（松尾勝利君） 

 藤田副市長。 

○副市長（藤田洋一郎君） 

 条例定数のお話でありますけれども、ちょっと職員の採用の問題で少しお話があっていま

すけれども、一昨年から鹿島市としましては、社会人経験者枠という枠をつくりまして、そ

の枠で採用を始めているというところでありますので、そのあたりにつきましては、今度

しっかり議員のほうにも御説明させていただきたいなと思っているところであります。この

２年間で４名の方が市外から鹿島市のほうに職員採用として入ってきて、そして、こちらの

ほうに帰ってきた人、それから新たにＩターンで来た人もいらっしゃいます。そういう形が

市役所に入っていらっしゃると、そういう取り組みも行っております。 

 ただ、そうは言いながら、市長も冒頭ずっと申しておりますけれども、全体の人口が減る

中で、税収が減る中で、市民の負担というのもやはり職員の数というのは微妙に影響してく

ると、そのあたりを見ながら全体の職員数というのも考えていかなくちゃいけないというこ

とで、なかなか定数を簡単にひねるというのは難しいと。 

 そういうお尋ねの中で、条例定数312名、確かにそういうことでございます。ただ、その

後に行革を一次、二次、今度若干、二次の計画を少し延ばしましたですけれども、そういう
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中で、まだ今全体の鹿島市の必要な定数がどうなのかというのは、今いろいろまだ議論をし

ている最中であります。 

 そういうところで、１回条例を減らしまして、落としてしまいますと、なかなかまたそこ

を、ここが足らんかったねということでふやすというのもなかなか難しいというふうなこと

で、条例定数については、前の平成18年度の第一次行革大綱のときにも申し上げましたと思

いますけれども、条例定数はそのままにさせていただきながら、実態に合ったような形の組

織を目指していくという中で、第二次が今進んでいる。ただ、第二次が、今市長が言いまし

たように、225人を27年に達成するというこの計画を５年間先延ばしさせていただいて、今

実態、市の職員、業務がふえている部分について、市の職員を投下できるような形で定数の

見直しも今後また図っていくと、そのようなことで条例定数については今のところひねって

いないということでございます。 

○議長（松尾勝利君） 

 14番松尾征子議員。 

○14番（松尾征子君） 

 今ちょっと私が聞き取れない、４名採用された、市外からということで、それは正規雇用

として採用されたわけですかね。 

○議長（松尾勝利君） 

 藤田副市長。 

○副市長（藤田洋一郎君） 

 今、市の職員の採用といいますのは、大体大学卒業の職員を採用するという形でずっと過

去は行っておりました。それをここやはりいろんな、柔軟な能力を持った人を採用したいと

いうようなことから、社会人採用枠という分を設けさせていただきました。これが定数をそ

のままふやしたということではなくて、全体の採用の中で社会人採用枠ということで募集を

かけまして、これは普通の試験もございます。そんなに統一試験という形じゃないんですけ

れども、一般常識の試験とか、面接、作文、そういう中で人物を評価して、それで、持って

いらっしゃる能力、それから資格、そのあたりも評価させていただいて採用しているという

ようなことで、今２名の方はもともと鹿島出身の方が──１名は鹿島出身の方で、よそで勤

めていらっしゃった方が家族を連れて戻ってこられた。あと３名の方は外の人が鹿島に来ら

れたというようなことであります。 

 ただ、やはりありますように、どうして鹿島市を希望されましたかと申し上げますと、全

然やっぱりＩターンの方であっても、やはり県内に有縁な方がいらっしゃるとか、そういう、

やっぱりきっかけというのは、やっぱり近くに知り合いがいるとか、そういうようなことで

希望されているというようなことでありますけれども、そういう社会人枠という採用も行っ

ておるということでございます。 
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○議長（松尾勝利君） 

 14番松尾征子議員。 

○14番（松尾征子君） 

 わかりました。それね、私は今のような形でやっぱり採用さなさっているわけですから、

外部からね。やろうとすればできるわけでしょう。さっき私20人と一遍に言いましたが、

（発言する者あり）そういうね。 

 だから、そういう形で、私はぜひこれは取り組んでいってもらいたいと思いますし、それ

と、お願いをしたいのは、市長に職員の隅々の働きぶりがどういうのかというのを知っても

らいたいし、そういう意味では幹部だけじゃなくて、普通の職員さんたちとたまには営業会

議じゃないですけど、懇談ね、実態調査のための話し合いをするとか、そういうことをしな

がら、職員の実態を十分につかんでいただきたい。それでもやっぱり市民が言うようなこと

なのかどうかというのはわかると思うんですよ。その辺を私はぜひお願いしたいと思いま

す。 

 それと、先ほどから言っていますが、長年、定年から長年臨時でいらっしゃる方たち、そ

ういう人たちの待遇の問題だとか、そういうのも今後考えていかないと、それこそ職員の人

たちは大変になると思いますよね。その辺の実態も十分に知ってもらいたい。 

 実は私たち、きょうもちょっと出ていましたが、先日、みやき町に行政視察に行きました

ね。あそこは住宅をＰＦＩでつくっているということで行ったんですけど、あそこはほとん

ど農村ですね、農村。だから、結局農村地に家は建てられないということで周辺に移って家

を建てていた人たちが、今住宅がどんどん建っているということで戻ってこられているとい

うことですが、特にあの周辺は働く場所がいっぱいあるわけですね、町外に。だから、それ

ですごくプラスになっているというのは私は感じましたし、それと同時に、やっぱりそうい

う現状をつくるためには、住宅だけでなくて、いろんな制度、子供たちの問題だとか、お年

寄りの問題だとか、そういう制度づくりも積極的にしていかないとだめだなというのがわか

りましたし、あそこは特に合併特例債なんかもありますから、財政的にうちと違った形でも

あると思いますが、そういうのを積極的に取り込まれていることで住宅に移り住んできて、

そこで子育てをやるという人が非常にふえているというのを私は感じました。説明聞いてい

ますと、すごく若々しいんですね、町自体が。本当うらやましいと思いました。 

 そういう面では、鹿島の場合は、周辺にそんな働く場所というのは余りないですよね。だ

から、ここに働く場所をつくらないと、ここから発信できないわけですよ。 

 そういう面で私は、何と市長が言われても、私はこれは何としてもやっていかなくてはい

けないと思いますし、この通告の中にいろんな制度的なものも書いておりますが、その辺を

具体的に私は訴えたいということでここに書いておりますので、それに対する答弁は要りま

せんが、その辺で取り組んでいってもらいたいと私は思います。 
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 ちょっともう時間ありませんが、では、これは２番目の、先ほど申し上げておりませんで

したが、市長の政治姿勢の問題で通告出しておりました。これはオスプレイの佐賀空港配備

の問題と、玄海原発の再稼働と、諫早湾干拓の問題ですね、開門の問題です。 

 これは、今までも市長は、新聞なんかでも載っておりましたが、市長のある程度のコメン

トも出ておりましたが、今の状況の中で、やっぱりいろいろオスプレイの問題も出てきてい

ると思いますが、まず、オスプレイの佐賀空港の配備について、今の時点では市長はどうい

うお考えなのか、それから玄海原発の再稼働については、佐賀地裁が問題ないということで

却下したということがありましたが、佐賀地裁は原発の言うことを、やりたいと言う人の言

うことを聞いただけで、問題ないということで、それを容認するなんて、知事もそれを容認

したわけですけど、そういうことでは本当に市民の命を守れないし、県民の命を守れないと

思うんですよ。だから、これについてはやはり原発の再稼働はだめだということで市長にも、

今までいろんないきさつはありますが、決意を述べていただきたいと思いますし、諫早湾干

拓問題については、もうこれまでも県のほうにも行っていただいたんですよね、市長も、い

や、国のほうにもですね。新聞に載っていたと思います。私が見間違いじゃなかったと思い

ますが、これについては、積極的に取り組んでいただいておりますが、しかし、国が佐賀地

裁の問題についても対応しないという形になりまして、今のような状態になって、漁民の人

たちも非常にまたこれから再出発することで取り組みをされておりますが、この３点につい

て市長がどういうお考えをお持ちなのか、まとめて御質問したいと思います。 

○議長（松尾勝利君） 

 口市長。 

○市長（口久俊君） 

 お答えします。 

 まず、時間があるようでないんですけれども、１つずつお答えをしたいと思います。 

 オスプレイの問題は、単にオスプレイという航空機自体の問題というよりも、我が国、国

土、国民を誰がどう守るかというのが本当はスタートになると思います。その議論、あるい

は考えを言っていると長くなるもんですから、若干省略をしますと、最近の国際情勢からし

ますと、これまではどちらかというと北に重点を置いてこういう議論は展開をされてよかっ

たんですが、最近はもう、御説明するまでもなく、西、あるいは南、特に艦船や、先日、ぶ

つかったとかいうのもありますし、ロケットという具体的な機材が目に見える形で議論をさ

れてきております。 

 その中で、我が国の防衛、どんな配置をし、どんな機材が必要か、どんな方法で守るか、

本当にその分はどちらかというと、防衛のプロじゃないと非常に専門性が高いもんですから、

わからないと思いますし、我々は限られた情報の中でしか判断できないですけれども、私自

身の考えで言いますと、自衛隊はしっかりと役割を果たしてこられたと、また果たそうとし
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ておられる、そう評価していいと思います。 

 その中で、佐賀空港に自衛隊のオスプレイを配備するというのが今問題になっているん

じゃないかと、そう思いますけれども、これをより現状から見て守りを固いものにする、そ

れに必要だということであれば受け入れることはやむを得ないと、そう思っております。 

 ただ、それだけじゃなくて、具体的なやりとりがいろいろあっておりますが、先般県が防

衛省を相手に20項目ほどの整理をされたわけですけれども、私も詳細に読みましたけれども、

この20項目はよくできておると思います。まとめられておると思います。 

 全部20問今紹介できませんが、一番この地域に関係あるかもしれないということは、コノ

シロの漁が上がっていますよね。自衛隊の幹部も現地に行かれたと思います。そのときの調

査の状況からして、地元がどのように考えられるか、これが一番の、その分に限って言えば

焦点じゃないかと思います。 

 御承知かもしれませんけれども、コノシロというのは、すしの中では大変珍重される食材

なんですけれども、全体の半分ぐらいをこの有明海、特に太良から行っているんですよね。

太良のが何で高いかというのは意外と知られていないんですが、あれは関東から南にこの魚

はおりますけれども、この地域のが独特の投網でとります。向こうは大体刺し網とか定置網

でとるんですよ。鮮度が全然違うんですよ。したがって、すしにするにはこの地域のが一番

いいと、それだけ現場の漁師の皆さんも関心を持っておられます。こういう皆さんがどう考

えられるか。 

 ではポイントは、国を守らないといけない自衛隊が住民を守らないと、住民の生活を守ら

ないと、このぶつかり合いだと思います。これをどういうふうにしのいでいくか、調整する

かということが一番のポイントじゃないかと、そう思っています。 

 あと、玄海原発の場合は、これは知事にお話をしたときの私の主張といいますかね、ＧＭ

21でしゃべったんですけれども、安全と安心を分けて考える必要があるんじゃないかと。安

全は、さっきと似たようなことで、プロがちゃんと科学的に、客観的に考えることだろうと、

しかし、安心は住民の気持ちでしょうと。どうもその住民の気持ちという点については、な

かなか定まりがついてないんじゃないかと。特に万一のときの人や物の輸送、人の収容、特

に我々は、どっちかというと引き受ける立場になっていますから、そういうところの具体的

なイメージができておりません。だから、計画、輸送の経路、方法について早急に整理をし

てほしいと、そこをよく考えると、ちょっとその時点で申し上げたのは、もう少し立ちど

まって考えてほしいなと言ったんですよ。でも、もう結論は出まして、認めるということに

なりましたので、今度は、さっき言ったようなことをちゃんとやってくださいと、早く。特

に我々は計画だけではなくて、本当に現物を見せてもらわないとなかなか安心はできません

よと、そういう立場でございます。 

 それから、諫早については、もう時間がございませんから、私が農林水産大臣に言った
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セリフをそのまま御紹介したほうが一番いいと思います。締め切ってもう20年、多くの漁業

者は実感として海の様子は変わったと思っていますよと、そろそろ経営者も代がわりの時代

のときになっていると。後継者にどういう形で渡すか、あるいは渡さないかというような決

断をする時期です。その過程で福岡の確定判決が存在をしているという事実、それは裁判所

であろうが農林水産省であろうか、法務省であろうか、国であることには、漁業者から見た

ら変わりはないと。国の指導で片方で地方創生、地域は頑張れと言ってて、その旗振り役の

国の信頼がなくなったら地元は混乱しますよ。地方を元気にするということにはつながらな

いかもしれない。そのためには、よくよく基本に立ち返って考えてほしい。何も全て責任は

干拓にあると言っているんじゃないです。自分たちが納得したい、理解をしたい、そのため

の確認作業として開門してくれんですか、このとおり申し上げたはずです。もちろんワー

ディングは前後変わっているかもしれません。趣旨としてはそういうことを申し上げてきま

した。 

 ただし、農林水産省の対応は違っておりました。ただ、これから恐らく、これは推測です

が、最高裁に行って結論が出るだろうと思いますし、出る可能性が高いと踏んでおります。

ただ、この話だけは全く予想と違うといいますか、予想できない展開をしばしば見せていま

すので、それは余り思い込まないようにしたいと思います。ちょっと足早でしたが。 

○議長（松尾勝利君） 

 14番松尾征子議員。 

○14番（松尾征子君） 

 ありがとうございました。もう時間ですので終わりにしたいと思いますが、今言っても

らったオスプレイの問題、原発の問題、それから諫早干拓の問題にしても、またこれまで市

のいろんな問題を論議してきましたが、今の数を力にした安倍暴走政権の中で、こういう問

題がますます私たちの生活を押し詰めてくる状況が本当に心配されるわけですが、これから

はやっぱり私たちは本当に何が大事なのか、国の政治をどうしていくかということを真剣に

考えていかないと、今のような形で押しつけられたのではたまったもんじゃないと私は思い

ます。 

 そういう意味で、これからも、いろいろきょうはありましたが、市長とも心通じるまで話

し合いをしながら、何としてもやっていきたいと思っておりますので、ぜひ皆さんも御協力

のほどよろしくお願いをして、終わりにしたいと思います。ありがとうございました。 

○議長（松尾勝利君） 

 以上で14番議員の質問を終わります。 

 ここで10分程度休憩します。午後２時から再開します。 

午後１時51分 休憩 

午後２時   再開 
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○議長（松尾勝利君） 

 休憩前に引き続き会議を開き、一般質問を続けます。 

 ここで申し上げます。 

 片渕清次郎議員の一般質問の中で、議場モニター映像を使用した一般質問を許可します。 

 次に、２番片渕清次郎議員。 

○２番（片渕清次郎君） 

 皆さんこんにちは。２番議員の片渕清次郎でございます。通告に従い、一般質問を行いま

す。職員の方々には、職務、忙しい中でしょうが、御答弁よろしくお願いをいたします。 

 本日も天気がよく、外は30度を超えて、また真夏日となっております。今月６日に九州北

部が梅雨入りしたとのニュースが流れましたが、それ以降、全くと言っていいほど雨が降っ

ておりません。昨日の佐賀新聞にも「空梅雨うらめし…田植え遅れ、エツ不漁」の記事が大

きく出ておりました。この先、水不足等で農業、漁業に影響が出てこないか、心配になって

きます。雨も必要なときには降ってくれないと困ります。逆に降り過ぎると、今度は災害の

心配が増して困りますけれども、今回の一般質問は、その災害に対する鹿島市の防災活動に

ついてお尋ねをいたします。 

 古代中国から日本に伝わってきた言葉で「備えあれば憂いなし」という言葉を御存じだと

思いますけど、正確には「安きにありて危うきを思う。思えばすなわち備えあり。備えあれ

ば憂いなし」と続きます。 

 これを現代の言葉に訳しますと、平和な今だからこそ、災害のことを心に思い浮かべなさ

い、そうすれば備えがわかり、備えることで心配がなくなりますよということです。 

 ふだんの日常生活の中で起きる災害を考えたとき、まず頭に思い浮かぶのは火事だと思い

ます。私が火事から連想するのは、119番、消防車、それと消防団です。火災はもちろん、

風水害に直面したとき、やはり頼りになるのは地元の消防団だと思います。 

 佐賀県内の消防団員数は、昨年度で１万9,310人、人口1,000人当たりの団員数、全国トッ

プであります。鹿島市は今年度団員数が、男性が条例に定める定数767名に対し764名、女性

が定数15名に対し14名、計、定数782名に対し実員778名と非常に高い団員数を誇っておりま

す。しかも、平均年齢が37.1歳と、若手から中堅、ベテランとバランスもとれております。 

 火災や風水害に対する出動、夏季訓練や年末警戒など年間を通した日ごろの訓練、車庫点

検などの消防団活動からは、地元鹿島市の安心・安全を自分たちが支えているんだとの強い

使命感や自負心が感じられます。 

 災害時に財産を守る、命を助けるという行為を防災対策上、自助、共助、公助の３つであ

らわしておるということです。自分の家族を、命を守ることを自助、地域住民がお互いに助

け合うことを共助、公的機関による救助、復旧活動を公助といいます。この３つが機能的に

つながるシステム構築が絶対に必要だと考えております。 
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 自助とは、自分や家族の命を守ること、そのために災害に備えるということ。鹿島市では、

防災情報伝達システムの構築により各家庭に防災放送が流れるようになりました。しっかり

と放送に耳を傾け、必要に応じ避難する。これが自助による身を守ることということだと思

います。 

 次に、共助についてですけれども、この共助は地域住民同士の助け合いのことだと思いま

す。いざというとき、頼れるのはお隣さん。その地域の人たちということです。地域の防災

力を充実させる目的で自主防災組織があると思いますが、１つ目に、鹿島市における自主防

災組織の設置状況、活動等についてお尋ねをいたします。 

 次に、共助の中で自主防災組織を活性化させ、防災意識を向上させるために、一定の研修

等を受けたリーダーの養成が必要になってくるのではないでしょうか。 

 一昨年、昨年の総務建設環境委員会視察研修で行ってまいりました石川県輪島市、埼玉県

富士見市、その両市では、自分たちの地域は自分たちで守るという自覚、連帯感に基づいた

災害に強いまちづくり、また、議会としての災害発生時の対応について勉強してまいりまし

た。いずれの市も、過去に災害による大きな被害があったところであります。それゆえに防

災に対する意識も高いものを感じました。 

 輪島市の場合、市単独事業で自主防災組織リーダー育成研修を行い、防災士の資格取得を

進め、現在では500名近くの防災士が市内各地域において活躍中で、防災水準の維持向上、

それと防災意識の啓発に努めていらっしゃるとのことです。 

 冒頭に申しておりますが、備えあれば憂いなしという観点からも、鹿島市も防災士の育成

に取り組んでいただきたいと思いますが、いかがでしょうか。 

 次に、防災用ハザードマップについてですけれども、今、鹿島市のホームページ上に鹿島

市内のハザードマップの全体図からため池マップまで８種類ほど探すことができます。非常

によいできばえだと思います。 

 例えば、鮒越地区の西田代上ため池、下ため池が決壊した場合、私の地元浜町北舟津には

約40分程度で床下浸水程度の水が到達します。浸水の深さを色分けしてあるのもわかりやす

いと思います。 

 ただ、このハザードマップの有効活用、この辺について写真を撮ってきておりますので、

それを見ながら、一問一答のときに質問いたしますので、お答えをお願いします。 

 次に、４番目に避難誘導看板の設置についてですけれども、昨年に続きまして、ことしも

県内各地の避難看板をカメラに撮ってまいりました。後だって、一問一答の質問のときに答

弁をお願いいたします。 

 以上が鹿島市の防災活動についての質問でございますが、それぞれの御答弁を頂戴しまし

た後、口市長が今６月議会の提案理由の中で一番最初に防災や危機管理、災害に強いまち

づくりを掲げていらっしゃいますので、最後に統括的な質問を市長にしてみたいと思います
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ので、よろしくお願いします。 

 ２番目の大きな項目、鹿島市民の健康増進について質問いたします。 

 平成35年に佐賀国体が開催されます。鹿島市においても、蟻尾山にある野球場、陸上競技

場におきまして、軟式野球、アーチェリー競技が行われるといううれしいニュースが今月、

県から発表があっております。 

 東京オリンピックや佐賀国体など大きなスポーツイベントが開催されることは、私たち市

民にとっても、スポーツに触れる機会、見る機会、支える機会、それぞれ楽しみがふえると

いうことです。 

 ６年後の佐賀国体に向けて、佐賀県では早くも競技力対策本部が発足しました。選手の発

掘や指導体制の確立、練習環境の整備などを盛り込んだ基本計画も作成しております。選手

の強化策も始まっており、国体開催時に少年種目の選手となる現在の小学校３年生から６年

生をターゲットエージと位置づけ、強化指定選手を認定しております。既に国体に向けた県

内予選が始まっているということです。 

 これから佐賀国体を目指して頑張っていかれる選手の皆さんに、謹んで激励のエールを送

りたいと思います。 

 さて、国民の医療費が年間41兆円を超えております。そのうちの患者負担が約５兆円、保

険料からの支払いが約20兆円、公費が16兆円、その公費の内訳は、国庫が11兆円、地方が５

兆円に膨れ上がっております。これに対し、スポーツをすることで健康で元気に暮らせる健

康寿命を延ばし、医療費抑制につなげていこうというのが政府の狙いでもあります。 

 スポーツは健康の源、スポーツを楽しむことが健康増進につながると思いますので、鹿島

市民の皆さんが楽しく運動できる環境整備について、まず質問をいたします。 

 鹿島市のスポーツ環境の中心といえば、蟻尾山にある運動公園だと思います。その中で、

クロカンコース、グラウンドゴルフ場は市民の皆様の利用率が大変高く、気軽に楽しめる

コースであると同時に、近年、コースの傷みが激しくなっています。今後の改修整備計画が

あるのか、お尋ねをいたします。 

 次に、鹿島市民の健康増進について、２番目の質問です。 

 国保受診者の健康意識を高めるための対応についてであります。 

 これは、健康維持のためにスポーツをやりましょうというものと同じような意味合いに捉

えていただいて結構です。健康維持のために健診を受けましょうということです。 

 まずは近年の受診率、県の平均との比較、順位等をお尋ねいたします。 

 以上、総括の質問としてお尋ねをいたします。あとは一問一答にて質問してまいりますの

で、御答弁をよろしくお願いします。 

○議長（松尾勝利君） 

 執行部の答弁を求めます。大代総務課長。 
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○総務課長（大代昌浩君） 

 片渕議員の１つ目の質問、鹿島市の防災活動についてお答えします。 

 まず、自主防災組織についてでございますが、この自主防災組織は、災害による被害を最

小限に食いとめるためには、まず個人の行動が基盤となります。しかしながら、それには限

界があるため、日ごろから隣人、集落、自治会を単位とした住民による危険箇所の点検、周

知などの予防対策や、それから、実際に災害があったときなどの避難訓練などが重要になっ

てきます。このように、地域の皆さんが相互に協力し合って地域を災害から守る目的で組織

されたのがこの自主防災組織でございます。 

 具体的な活動としましては、平常時の活動は、防災訓練の実施、防災意識の普及啓発、地

域内の安全点検、災害時要援護者対策、それから、災害時の活動としましては、初期消火、

応急手当及び救護、避難誘導、避難所運営管理、情報収集伝達などがございます。 

 鹿島市の現状としまして、現在、自主防災の組織率は平成29年３月末時点で90.12％であ

りますので、これをできる限り100％になるよう地域の方へ働きかけをしているところでご

ざいます。 

 また、組織は地区単位ごとで結成している箇所から行政区単位で結成されている箇所と、

それぞれ地域によって異なりますが、より迅速できめ細かな対応ができるのは、やはり小さ

な地域単位ではないかと考えております。 

 最近では、大きな地区、例えば鹿島地区とか、地区の自主防災組織の中にありながら、そ

れぞれ行政区の中でも組織を結成するといった住民の皆さんの動きも出てきておるようでご

ざいますので、私どももできる限り結成に向けた支援をしていきたいと考えております。 

 重要なことは、組織を結成することではなく、その後においての活動が主体でありますの

で、防災訓練などの取り組みをお願いしているところでございます。 

 それから、昨年４月に発生しました熊本地震を契機に、地区、行政区単位ではなく、鹿島

市民の方の有志で鹿島防災サポーターズクラブというボランティア組織を設立されるといっ

た動きも出てきております。 

 このように、防災意識の向上が確実に高まってきておりますので、さらに広まることを期

待いたしております。 

 次に、防災士についてでございます。 

 避難所の開設、運営などの事前準備、避難の手助けなど減災活動に取り組むということで、

防災士というのは、日本防災士機構というＮＰＯ法人が認証するものでありまして、鹿島市

では現在、防災士の登録を把握できているもので31名いらっしゃいます。 

 この防災士というのは、日本防災士機構が認証しました研修機関が実施する12講座及び研

修レポート等の提出により履修証明を取得すること、その履修証明取得後、防災士資格取得

試験を受験し、合格をすること、それから、救急救命講習を受けた修了証、この３項目の証
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明書を取得することにより、日本防災士機構への防災士認証登録申請を行うことができると

なっております。こういった手続が必要であります。 

 鹿島市の31名の防災士は、平成19年と20年に佐賀県が主催して、県内で防災士リーダー育

成事業ということで参加いただいた方々で、その後、県内で講座が開催されていない状況で

あります。 

 佐賀県では、自主防災組織の結成促進、活動の充実強化に向けた取り組みを行っていると

ころでございますが、防災に関するリーダーの不在、住民の危機感が低い、ここは災害はな

いというような根拠のない安心感、それから、自助、共助の意識の欠如などが課題として上

げられております。 

 そこで、自主防災組織結成促進研修会の実施や優良自主防災組織の表彰、地域防災向上促

進事業として補助金の交付などとあわせて、地域防災リーダーの養成や地域防災リーダーの

フォローアップ研修に取り組むこととされておりますので、積極的に参加するよう住民の方

にも働きかけをしていきたいと考えております。 

 自主防災組織のトップになる方は、大体各地区の区長さんがなるケースが多いですので、

防災士の資格を取得しても区長さんは数年で交代されますので、より多くの地域の防災リー

ダーを養成していくことが防災意識の向上にもつながるものと考えております。 

 続きまして、防災用ハザードマップについてでございます。 

 ハザードマップは、防災意識の向上と迅速な避難に役立つものと認識しております。現在、

各家庭に配布をしております洪水ハザードマップは、平成22年に策定をしております。その

後、状況も変わってきておりますし、新たにハザードマップを作成する時期に来ていると考

えているところでございます。 

 そこで、佐賀県のほうで、平成28年度において浜、七浦、古枝地区の土砂災害警戒区域の

調査が済んで、地元説明会が終了したところで、今後、平成29年度、今年度に能古見、鹿島

地区の説明会を実施し、その後、平成29年から30年度で佐賀県の土砂災害警戒区域の指定が

終了する流れとなります。 

 また、河川の浸水想定区域も今年度に佐賀県が調査する予定でございますので、これらの

指定等が終了した後、鹿島市のハザードマップに反映させていきたいと考えております。 

 ハザードマップ作成後は、また学校、各戸に配布をして周知し、意識向上を図りたいと考

えておりますが、これは配布した後も折り畳んでしまっておくのではなく、どこか家庭の目

につくところに張っていただければと思っております。 

 また、自主防災組織で避難訓練の際とかにもこれを活用していただければと思っておりま

す。 

 最後に、避難誘導看板の設置についてでございますが、現在、鹿島市においては設置をし

ておりません。現段階では、実施計画において避難所等の看板設置事業を今年度に実施する
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予定でございます。 

 まずは、避難所に設置する看板を整備し、その建物がどういった災害に対応できるのかを

表示した看板を設置することとし、その後、年次計画で必要な箇所に避難誘導看板の整備を

というふうに考えております。 

 なお、お気づきの住民の方もいらっしゃるかと思いますが、佐賀県土地家屋調査士協会の

御厚意により、公民館の入り口付近に、昨年度25カ所、今年度25カ所に海抜を示す掲示板を

設置していただいているところでございます。 

 それから、佐賀県のほうでも鹿島川や中川の両岸に河口からの距離や海抜を示した標識を

設置したり、橋脚にわかりやすく水位危険度を示した標識の設置をするなどして地域住民の

方に認識を深めてもらい、みずから判断して適切な避難行動ができるような取り組みをされ

ておるところでございます。 

 私のほうからは以上でございます。 

○議長（松尾勝利君） 

 山﨑生涯学習課長。（発言する者あり）じゃ、ちょっと順番を。口市長。 

○市長（口久俊君） 

 確認ですが、その順番でいいんですよね、防災の話があったから。（「いや、また一問一

答をしますので、その後でも、最後に」と呼ぶ者あり）そうですか。（発言する者あり） 

 じゃ、せっかくだから。（「後でまた」と呼ぶ者あり）どうぞどうぞ、それは構いません。 

 演告でも申し上げました災害とか防災とか危機管理に強いまちづくりについて、総論的に、

あるいは総括的にお話をするようにという質問がございましたので、その立場からお話をし

ておきたいと思います。 

 まず、いつも申し上げていることなんですが、防災とか危機管理という面から、ハードで

すよね。警察署、あるいは新世紀センター、そういう面はかなり整備をされたと思っており

ます。それから、新世紀センターには消防団本部とかライフラインや放送施設も入りますか

ら、ソフトの面が次のステップになるんですけれども、今お答えしましたように、自主防災

組織、もう９割を超えていますから、もう一息というところではございます。 

 あと先般、鹿島の水防会議というのを実施しまして、水防計画というのを策定いたしまし

た。ちょうど時期を迎えておりますけれども、そういうマニュアルの整備も進んでおりまし

て、ハード、ソフト、おおむね予定といいますか、順調に整備をされてきているんですが、

これから次のステップは３つぐらいあるのかなと思っております。 

 １つは、訓練をちゃんとすること。せっかくルールをつくったり、施設ばかりつくっても、

本当に働くという意味で訓練をしないといけない。 

 次が、災害の規模にもよりますが、私たちのまちだけで対応できるという場合じゃない、

あるいは応援を入れないといけないということがございますから、近隣との連携協定といい
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ますか、これを充実させないといけない。 

 現在、私たちのまちでは、おかげさまで災害協定をたくさん持っておりまして、例えば、

九州地方整備局とか、民間団体も紹介をいたしておきますと、建設業協会の人とか、郵便局

とか、いろんな方と協定を持っておりまして、それを充実させていくこと。 

 最後に３番目は、先月、九州市長会がございまして、そこで熊本地震の対応を学習効果と

いいますか、それを踏まえて、助けるだけの計画ではなくて、援助を受ける側もきちっとし

た計画を持っておかないと、どこに物資を集めるか、どういう形で人材を輩出するか戸惑う

と。当初要求される72時間以内のスムーズな援助に支障を来すんじゃないかということで、

各市町ができるだけ早く受援計画をつくろうじゃないかということで意思を統一いたしてお

ります。 

 したがって、これからはさっき言いましたように、今後の訓練だとか、連携の充実、受援

計画の策定というステップにさらに向かって我々は歩みを進めないといけないと、そういう

ふうに思っているところでございます。 

 総括的なお答えは、そういうことでよろしくお願いします。 

○議長（松尾勝利君） 

 山﨑生涯学習課長。 

○生涯学習課長（山﨑公和君） 

 私のほうからは、議員お尋ねの大きな項目の２番目、鹿島市民の健康増進について、市民

が楽しく運動できる環境整備ということで、蟻尾山公園のクロスカントリーコースとグラウ

ンドゴルフ場の整備についてお答えをいたします。 

 議員おっしゃられるように、クロスカントリーコース、それから、グラウンドゴルフ場に

ついては、気軽にスポーツを楽しめる施設として、市民の方を初め、市外からも多くの方に

御利用いただいております。 

 一方で、それぞれの施設が整備をされてから一定の年数を経過しておりまして、整備当初

の時点と比べると、幾らかの傷みであったりとか、ふぐあいというのが出てきております。 

 まず、クロスカントリーコースについてですが、平成12年度に整備された当初は全面が芝

のコースでしたが、長年の利用や、植栽をしております松の成長で日当たりが悪くなったり

して、コースの一部に芝が残るのみで、ほとんどの路面は土となっています。 

 その土の部分の坂になったコースを中心に、雨が降れば雨水の流れでコースが削れ、蛇道

のようにえぐれた状態になったりして、走りにくい状態になったりします。そういった場合

は、小まめに路面の補修を行っておりますが、近いうちに根本的に改修が必要だと考えてい

るところです。 

 利用者の方の声や専門の方の意見などを参考にしながら、どういった整備を行ったほうが

よいのかを検討していきたいと考えております。 
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 それから、グラウンドゴルフ場は平成17年度に整備をされておりますが、手入れの行き届

いた芝生のコースということと高台からのロケーションのよさなどから非常に人気のある

コースであると考えています。 

 もともと雨が降っても排水がよく、非常にコンディションのよいコースとして評判だった

のですが、最近になって、コースの一部において雨が降ったときに排水不良となり、雨が上

がった後でも水が引きにくい状態というのが出てきております。 

 そういった中で、利用者の方にも御不便をかけているときがあります。この点につきまし

ては、排水不良の原因の調査を行い、その対策を行うように考えております。今後も多くの

方に気軽に楽しくスポーツや健康づくりに取り組んでいただく環境を提供できるように、施

設の維持管理に努めていきたいと考えております。 

○議長（松尾勝利君） 

 田﨑保険健康課長。 

○保険健康課長（田﨑 靖君） 

 それでは、私のほうからは、鹿島市民の健康増進についてという項目の中の国民健康保険

の特定健診の受診者の受診率、県平均との比較、県内順位ということでお答えをいたします。 

 ５年間の御紹介をさせていただきます。 

 まず、平成24年度、鹿島市の受診率40.7％、県内順位９位、県の平均受診率34.7％、県と

の差が6.0ポイントです。 

 平成25年、鹿島市の受診率39.0％、県内順位９位、県の受診率35.4％、差が3.6ポイント。 

 平成26年、鹿島市41.1％、県内順位８位、県の受診率36.4％、差が4.7ポイント。 

 平成27年、鹿島市41.1％、県内順位12位、県の受診率38.2％、差が2.9ポイント。 

 平成28年度はまだ速報値ということで、確定値は秋ごろに出る予定でございますが、速報

値として、鹿島市が40.4％、県内順位13位、県の平均40.9％、差がマイナス0.5ポイントと

なっております。 

 これで傾向を見てみますと、県平均の受診率は年々少しずつ上昇しておりますが、鹿島市

の受診率については、開始数年間は最高44％ぐらいまでの受診率に上がりましたが、ここ数

年は39％から41％台で推移をしているところであります。 

 以上です。 

○議長（松尾勝利君） 

 ２番片渕清次郎議員。 

○２番（片渕清次郎君） 

 それぞれ数字を上げていただきましてありがとうございました。 

 最初の質問の防災に関するところで、市内の自主防災組織の組織率が90.12％ですか、確

かに大分高いとは思いますけれども、いただいた資料を見ますと、ある特定地域というんで
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すかね、組織がなされていないと。この辺の何か理由というのはお尋ねしてよろしいでしょ

うか。 

○議長（松尾勝利君） 

 大代総務課長。 

○総務課長（大代昌浩君） 

 お答えします。 

 自主防災組織で、地域によって偏りがあるというような御質問だと思います。 

 それで、その原因は何かということですが、はっきりした原因というのはよくわかりませ

んけれども、特定の地域というのが山間地になっていることから、災害が余り発生しない、

海に近くないということとか、河川に近くないということとか、それから、人口が減少して

いることで、そういったリーダーの育成がなかなか困難な状況にあるのか、それから、人口

が減少しているのが主な要因かと思っております。 

 とはいうものの、やはりそこにお住まいの住民さんが、何か災害が起きたときにはそう

いった組織を結成しているのが一番ふさわしいですので、引き続き組織の結成に向けて、こ

ちらも支援をしていきたいというふうに考えております。 

○議長（松尾勝利君） 

 ２番片渕清次郎議員。 

○２番（片渕清次郎君） 

 わかりました。できていないところに組織をつくるというのはいいことだと思いますので、

進めていただきたいと思います。 

 昨日、浅浦のほうで火事等があっておりまして、消防団の人たちの素早い動きあたりもあ

りましょうけれども、地元で最初に見つけた地域の人たち、その人たちがどんなふうな初期

活動をするものかというのも大切なことじゃないかなと思います。 

 あと、自主防災組織で防火訓練を──今年の１月26日、文化財防火デー、このときに浜町

で防火デーの消防訓練、それとあわせて自主防災組織のホースの扱い方というのでやりまし

た。ちょっとその写真を撮っておりますので、これを見て質問したいところが何カ所かあり

ますので。 

    〔映像モニターにより質問〕 

 １月26日、ちょっと画面が小さいですかね。浜川沿いで、南舟津の重要伝建のカヤぶき屋

根の３軒長屋を舞台に防火訓練を行いました。消防車の連携を中心としてやりました。鹿島

消防署、それと浜町消防分団の参加でこれをやりまして、この後に浜地区の自主防災組織の

皆さんで消火栓の扱い方ということで研修を１時間ちょっと、２時間近く行いました。 

 この写真から見えますかね。この時間に、昼間にここに集合できる人が、３分の２は女性、

男性がわずかです。市役所の職員の方が１名、取り扱いの説明をしていただきまして、ここ
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にホースがありますので、ここから引っ張り出して、みんなでポンプを回してホースで放水

をすると。 

 この放水をするときに、実は女性の力では放水ができませんでした。男性でもかなり力が

要りました。こういったところを自分たちで経験する。それと、このときにそういった研修

といいますか、要は防災士、地域防災のリーダー、こういった方たちが一人でもいて、順序

立てて、ここで──さっきの放水している人は、この場合ですと２名、あとはほとんど見学

なんですけれども、ここで役割分担をして、いろんな活動ができるんですけれども、正直、

私も含めて言われないと、ただ見て、自分の順番が来たらやってみるというので、ほとんど

はこういった形でその場で話を聞いて、ああ、こうなるもんだねというふうな形でちょっと

終わったんですけれども、自主防災組織の訓練等を行う中で、今言いました防災士、あるい

は一定の研修を受けたリーダー、こういった方たちがいると、実際にいざというときのその

場に集まった人たちの動きが、あなたは何をしなさい、あなたは何をしなさい、ここにいる

３人で何をしなさい、水を持ってきなさい、ここにあるのをどかしなさいと。このとき、車

の移動とかなんとかもしましたけれども、思いついた人がする。指示命令系統がなくて、や

はりちょっと、実際のときどうなるのかなという不安なところもございました。 

 こういったのをあわせて指導といいますか、市のほうでせっかく一人いらっしゃいました

ので、できればこういったところの指導までしていただけたら非常に中身の濃い防火訓練に

なったんじゃないかなと。私だけでなくて、ここにいるメンバーでそんなふうな話をして最

後に終わったんですけれども、そういった形で感想と言ったらいかんですけど、どうでしょ

うか。先々、こういった訓練をするときに、ちゃんとした一定の研修等を受けたリーダーの

方がやっぱり必要になると思うんですけれども、お考えをちょっとお聞かせください。 

○議長（松尾勝利君） 

 大代総務課長。 

○総務課長（大代昌浩君） 

 お答えします。 

 １月26日のときに私も訓練のほうに参加しましたけれども、その後の浜地区の自主防災組

織のほうには、あいにく参加しておりません。 

 それで、住民の方が誰でも使えるような防災器具ですね、そういったことは私たちも絶対

知っておかなければならないことだと思っております。 

 市長からもありましたように、ハード面の充実はある程度進んでおりますので、今後はそ

ういったソフト面の充実、訓練とか、そういったことを充実させていかなければならないと

思っておりますので、うちの職員も平成19年、20年に県が主催したときに防災士の資格を

取っておりますけれども、その後、資格を取る機会がありませんので、要請があれば、私ど

もも資格を取りに行きたいと思っております。 
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 それで、自主防災組織で訓練があって、いろんな指導をしてほしいということであれば、

積極的に私どもも地元の消防団と一緒にそういった訓練に携わっていきたいと思っておりま

すので、今後、そういったことで要請があれば参加したいと思います。 

 それと、自主防災組織の補助金というのをうちのほうも助成しております。今のところ、

資機材の助成で消火栓の開閉金具とか、それから、堰板の設置とか、表示盤、ワイヤレスの

メガホンとか、そういった資機材の補助をしておりますけれども、防災士のリーダー研修の

助成もこの中には含まれておりますので、今後は各地区の自主防災組織もそういった防災士

の研修を受けていただくように、こちらからもお願いをしていきたいと思っております。 

○議長（松尾勝利君） 

 ２番片渕清次郎議員。 

○２番（片渕清次郎君） 

 ありがとうございます。私が本当に必要だと思うのは、実際に防火訓練等に参加をしまし

て、その中でリーダーになる人がどうしてもいないと先に進まんだろうと。それよりも大き

な災害でしたら逃げてくださいというふうになるんでしょうけれども、平成19年、20年です

か、31名の方が取られたと。それ以降、８年、９年近く合い中があいて、防災士という方が

その間、新たになる方がいらっしゃらない。ぜひこれからでも、佐賀県でなければ、消防署

なりに頼んで、地元でもできるような形をとっていただいて、防災士、そういった防災の

リーダーを育成という形でぜひ市のほうも積極的によろしくお願いをしたいと思います。 

 続きまして、ハザードマップにつきましては、先ほど課長のほうからも答弁をいただきま

した。 

 これまでにできたハザードマップだけを見ましても、結構、今でも有意義にわかりやすく

て、自分ではこれは非常にいいねというふうに思ったんですけれども、どこで見るかという

か、どこに置いておくか、課長のほうも言われましたけれども、家庭に一枚一枚必ず張って

くださいよ、公民館に張ってくださいよというのもわかるんですけれども、これは嬉野です。 

 嬉野は、嬉野市防災備蓄倉庫というのをつくって、ここの中にいろいろ備蓄されていまし

た。見学させてくださいと言ったら、いいですよということで中を見学しましたけれども、

壁にその地区のハザードマップを大きく、これは国道からもしっかり見えます。当然この地

域の人たちはここを見ているわけでしょうけれども、こういった形で大きく壁にされており

ます。どうぞ鹿島市でもこういったのを、町じゅうの人たちが家の中にしまい込むんじゃな

くて、公民館の壁なり、どこかその辺に、この地区のハザードマップはこれですよ、先ほど

言いました鮒越の堤が決壊したら、浜まで30分、40分で床下浸水になるだけの水が流れてき

ますというのも見る方が一目で理解できるようなのを、できれば大きいのを公民館の壁にで

もつくってもらえたらなと思いますけれども、その辺どうでしょうか。 

○議長（松尾勝利君） 
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 大代総務課長。 

○総務課長（大代昌浩君） 

 お答えいたします。 

 各公民館に、そういったハザードマップを壁にかけていくことは非常に有効なものだと

思っております。 

 それで、避難訓練とかをするときにも、壁に地図があれば一番わかりやすいのかなと思っ

ておりますので、今度、ハザードマップを作成した場合は、各部落の公民館にも張っていた

だくように区長さんあたりにもお願いをしていきたいと思っております。 

 以上です。 

○議長（松尾勝利君） 

 ２番片渕清次郎議員。 

○２番（片渕清次郎君） 

 どうぞよろしくお願いしておきます。 

 鹿島市以外の市町村を回りましたら、危なそうなところにはこういったのは結構ありまし

た。どうぞ参考にしていいんじゃないかなと思います。 

 次に、先ほどの総括質問の際にも課長のほうから答弁がありました。今、鹿島の50カ所の

公民館にあるのは、この付近の海抜は約5.2メートル、これは浜の庄金公民館のところにあ

ります。 

 これが市内50カ所の公民館にあるということで、私、ちょっと50カ所を全て見てはいない

ですけれども、浜のを見ました。この付近の海抜は約1.8メートル、これが一番低いんじゃ

ないかと思います。北舟津です。これは、高潮のときには当然、堤防がなければここは海に

沈んでいるというふうな低いところですね。 

 これが今の鹿島の公民館にある。これは、避難誘導の看板とはちょっと趣旨が違いましょ

うけれども、北舟津の高齢の方たちはこれを見て、ああ、やっぱり低いね、何か大潮とか来

たら上のほうに逃げんといかんばいというようなことは言っておりました。 

 これは昨年もちょっと見せたんですけれども、佐賀の公民館。これが佐賀の勧興小学校と

いうところにある避難所です。ここには２次避難所というふうに書いてあります。──これ

は嘉瀬公民館。これが勧興公民館、１次避難所と書いてあります。これは佐賀市役所に問い

合わせましたら、１次避難所が災害のときに避難をしてくださいと案内しているところです

と。２次避難所になりますと、長期間にわたったり、１次避難所で人数があふれてきたら、

先ほどの２次避難所の小学校を開放しますと、そういうふうな説明をされました。 

 ここは鹿島祐徳神社があります。浜の酒蔵通りもあります。最近はタイですとか中国、香

港、海外からの観光客もいらっしゃいます。そういった方たちが観光にいらっしゃるときに、

もしいろんな災害等があったときに、自分の目で確認をしてどこかに逃げられると、そう
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いった避難誘導の看板は最低でも必要じゃないかなと思います。 

 このことについてどうお考えか、ちょっとお尋ねをいたします。 

○議長（松尾勝利君） 

 大代総務課長。 

○総務課長（大代昌浩君） 

 お答えします。 

 先ほど総括的なところで答弁いたしましたとおり、避難所の看板設置事業については、今

年度以降、実施をするということで考えております。 

 先ほど画面のほうでありましたように、佐賀市と同じような、イメージ的にはそういった

ことをやっていきたいと思います。鹿島市内には指定緊急避難所、災害が切迫した状況に一

時的に避難する施設が35カ所、それから、指定避難所、被災者等の生活の場となるような滞

在のための施設が25カ所ありますので、優先順位をつけて、年次計画でそういった避難所の

看板設置をしていきたいと考えているところでございます。 

 以上です。 

○議長（松尾勝利君） 

 ２番片渕清次郎議員。 

○２番（片渕清次郎君） 

 どうぞよろしくお願いしておきます。 

 防災について最後なんですけれども、これは直接、鹿島市の災害、防災についてではござ

いません。 

 伊万里市の原子力災害避難計画というのをちょっといただいて、見ていたんですけれども、

伊万里市が玄海原発の災害等があったときの避難計画ということで、伊万里市から30キロ圏

内に速やかに避難をしてくださいというのがうたってあります。 

 この伊万里市内の２カ所、立花地区と大川町、ここが避難先として鹿島市を指定してあり

ます。立花地区が7,672名、大川町が2,514名。その立花地区、大川町の地区の部落まで、例

えば、立花地区の新天町の１区は鹿島市の林業体育館に避難をしなさい、新天町の２区は市

民交流プラザに避難をしなさいというふうなのが伊万里市のほうで計画になっております。 

 私は、この大川町に友人がおりまして、あなた、鹿島に避難するて知っとるねと聞いたら、

やっぱり知ってはおりました。公民館にこれを張ってあるらしいです。 

 その中でちょっと質問なんですけれども、向こうも全員の方が知っておるんじゃないです。

鹿島市のほうに逃げなさいと。それともう一つ、太良町に避難をしなさいという地区もあり

まして、当然鹿島を通るわけですけど、伊万里の人たちが鹿島に避難をしなさいと言われて、

じゃ、これから避難をしますのでということで、鹿島市内の避難箇所、今月の「広報かし

ま」に載っていますけれども、鹿島市の緊急避難場所、ここが全て伊万里市のほうでも指定
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場所になっておりますけれども、向こうから来ましたよ、じゃ、どうぞいらっしゃいませと

か、何か伊万里市と鹿島市の連携、あるいは公民館同士の連携、そういったものはどんなふ

うにされるのか。また、何か連絡協議会みたいなものがあったのか、つくるのか、その辺を

最後にちょっとお尋ねしたいと思います。 

○議長（松尾勝利君） 

 大代総務課長。 

○総務課長（大代昌浩君） 

 お答えします。 

 議員おっしゃるように、伊万里市原子力災害避難計画というのがあります。これに基づき

まして避難の計画がされております。 

 それで、４市、この避難計画に基づきまして、原子力災害時における住民の広域避難に関

する覚書というのをつくっております。そこの中で鹿島市は、先ほど議員おっしゃったよう

に立花地区と大川町ですか、そういった地区の住民の方を受け入れるということになってお

りますが、これを具体的にどうするかというのが、さらに４市２町、これは伊万里市を初め、

武雄市、鹿島市、嬉野市、それから太良町ですか、そういったところと４市２町による原子

力災害時における住民の広域避難対策協議会というのを設立しまして、そこで具体的にどう

いった避難経路で行くのか、それから、住民の方にどのようにして伝達するのか、それから、

伊万里市のそこの住民の方はある程度認識されておりますけれども、鹿島市民の方が伊万里

市民のどこどこ地区を受け入れるというものについて余り認識がないというようなこともあ

りますので、年１回とか、この協議会でいろんな問題点、それから、人口の増減もあります

ので、そういったところを確認し合って、それぞれ４市２町、年に１回、受け入れのための

どういったルートで行くのかというような防災訓練をいたします。ことしはたしか武雄市さ

んが訓練の対象になっていると思いますので、何年に１回か、鹿島市も受け入れをする訓練

を行うところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（松尾勝利君） 

 ２番片渕清次郎議員。 

○２番（片渕清次郎君） 

 以上が防災についての質問でありました。 

 いずれにしましても、最初総括で話しましたけれども、私どもも研修で石川県、埼玉県に

行ってまいりまして、やはり過去に大きな災害があったところは、それを踏まえて、今、一

生懸命防災に努めていらっしゃると。鹿島は今までさほど大きな災害がなかったもので、そ

の中で何らかを立ち上げて防災に努めようと。スタートのところが若干違いはありましょう

けれども、いずれにしましても、自分たちのまちは自分たちで守るというのをしっかり持っ
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て防災に努めていきたいと思います。 

 ここまで質問をしまして、本当はこの後、市長に統括的な答弁をお願いしようかなと思っ

たんですけれども、私がお尋ねしたかったのは、実は防災センターができました、伝達情報

システムができました、そういったハード面がしっかり構築になって、これからはソフト面

ではないでしょうかという質問をしようかなと思ったんですけど、先に言われましたので、

あと時間もないもので次に行きたいと思いますので、市長の答弁は結構です。 

 続きまして、鹿島市民の健康増進についてですけれども、蟻尾山公園のクロカンコースと

グラウンドゴルフ場、ここは大分傷んでおるなというふうに私ちょうど直面しましたのが、

箱根駅伝の合宿で日体大が来られたとき、監督が到着されたその日のうちにトンボを持って、

クロカンコースをきれいにされておりました。あれを見て相当傷んでおるのかなと思ったら、

私たちがジョギングとかウオーキングとかで使うような、どうでもいいような程度の仕上が

りじゃなくて、やっぱりこの人たちはちゃんとしたつくりのところを走らないと、足ですと

か、腰ですとか、危ないといいますか、プロが走るにはプロのちゃんとした土台が必要だな

ということでこれを上げたんですけれども、確かに歩いてみたら、走る人にとっては大分傷

んでいるコースなんだろうなというのがありました。 

 それともう一つ、グラウンドゴルフ場については、たまたま私がグラウンドゴルフ場に

行ったときに、大村のほうから団体でグラウンドゴルフをしに来ましたという方たちがい

らっしゃいまして、その人たちに、じゃ、頑張ってください、鹿島のこのコースはよかで

しょうがと言ったら、その日は晴れていたんですけど、前日は雨だったんです。それで、グ

ラウンドゴルフ場がここは使えんたいねという話になりまして、中へ入っていったら、何と

いうんですかね、水はけが悪いところが大分ありまして、グラウンドゴルフ協会の人たちも

それを言っていらっしゃいましたので、市として管理している管理上、できるところがあれ

ばなというのがあって、ちょっと質問した次第です。 

 それとあわせてもう一つ、クロカンコースに照明をつけてくれと。この意見はいろんな方

から、走っている人じゃなくて、今、ポールウオーキングといって、つえを持って歩いてい

る方たちが結構いらっしゃいます。そういった人たちも、照明があると、ここよかねとやっ

ぱり言われます。その辺もあわせて照明が必要だと思いますけれども、いかがでしょうか。 

○議長（松尾勝利君） 

 山﨑生涯学習課長。 

○生涯学習課長（山﨑公和君） 

 お答えをいたします。 

 クロスカントリーコースの夜間とか早朝の照明のことということでお尋ねでございます。 

 一番最初のところでいけば、クロスカントリーコースの整備の最初の時点においては、も

ともとそういった暗い時間帯、夜間の利用等は想定をしていなかったということで、現在、
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それでも照明灯は幾らか設置してありますけれども、あくまでも防犯灯ということで整備さ

れているということで、コース全体が照明をされているという状態ではありません。 

 そういった中でも、現状では早朝であるとか夜間においても利用者が結構使われていると

いうことで承知もしておりますし、また、議員言われましたように、実際に照明設置の要望

という声もお伺いをしております。 

 そういった中で、現在、照明がなかなか今の防犯灯の中で行き届きにくい部分というのが、

例えば、松の植栽がありますが、先ほども申しましたが、かなり松が成長しておりまして、

その枝で照明を遮っているというような状況もありまして、そういった部分は枝を落とした

りしながら、明るい環境の確保に努めているところでございます。 

 そうはいっても、全体的にコースとして照明がない部分もございますので、そこの部分に

つきましては、利用者の安全・安心の面から整備のほうを検討していきたいということで考

えております。 

 以上です。 

○議長（松尾勝利君） 

 ２番片渕清次郎議員。 

○２番（片渕清次郎君） 

 よろしくお願いします。 

 どうしてもスポーツをしている人、運動している人からすると、できる環境の整備という

のはよろしくお願いしますとなってきますので、しっかりとその管理をして楽しんでいただ

けるような、それが健康寿命の伸びにも重なってまいると思いますので、よろしくお願いし

ておきます。 

 最後──最後じゃないですけれども、先ほど最初に言いましたけれども、平成35年、佐賀

国体がありまして、鹿島でもアーチェリーと軟式野球があると。これはあと６年後ですけれ

ども、会場とかなんとかで、附帯設備とかなんとかというのは何か言われてあるんですか。

まだこれからですか、ちょっと教えてください。 

○議長（松尾勝利君） 

 山﨑生涯学習課長。 

○生涯学習課長（山﨑公和君） 

 お答えをいたします。 

 平成35年の国民体育大会、それから、全国障害者スポーツ大会が佐賀県のほうで開催をさ

れるということで、その開催に向けて、現在、佐賀県の準備委員会というのが組織されてお

りまして、大会の開催に向けての準備とか調整が行われている段階でございます。 

 先ほど議員言われましたように、今月開催された準備委員会の中で、競技の開催地の第１

次内定ということで23競技の会場が内定をしているということです。その中で、鹿島市では
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国体で２種目、それから、障害者スポーツ大会で１種目の会場の内定をいただいているとこ

ろでございます。 

 先ほど言われましたように、国民体育大会では軟式野球が市民球場、これは軟式野球の成

年男子ということです。それから、アーチェリーが陸上競技場のフィールドですね。一方、

全国障害者スポーツ大会は、同じくアーチェリーを陸上競技場ということで会場の内定が出

ているところでございます。 

 これにつきましては、当然開催に向けて施設の対応というのが幾らか出てくると思います

が、今後、内定した種目、会場につきましては、中央の競技団体のほうから順次会場の視察

調査がありまして、その中で会場の対応等の要望がなされるということで、それに応じて整

備等の対応をしていくことになってくると思います。 

 以上です。 

○議長（松尾勝利君） 

 ２番片渕清次郎議員。 

○２番（片渕清次郎君） 

 はい、わかりました。あと６年後、非常に楽しみです。 

 さっき市長に言いましたけれども、今の小学校３年生から６年生が高校３年、少年競技に

出場ということで、これは本人もですけれども、親御さんたちが大分力を入れてこられるん

じゃないかなと思っております。 

 今、鹿島の小学生でも全国優勝しているスポーツもございますので、ぜひ最高の舞台づく

りになりますように期待をしておきたいと思います。 

 それでは、最後の国保受診者の健康意識を高めるための対応についてということで、済み

ません、私も国保に入っていますけれども、昨年は確かに特定健診を受けました。 

 ただ、正直言いまして、昔サラリーマンだった時代の社会保険、それと会社から言われて

必ず行っていたというのと比べて、国民健康保険になりまして、自分で特定健診を受けに行

くというのは、必ず行くぞといった強い意志が──意志がというか、行ける時間があったら

行きましょうというような形で、スケジュール表にも最初に○をつけて、この日は必ず行く

よといった形で受けてはおります。 

 鹿島市以外でも特定健診等の受診率を上げようということで、ホームページとかいろんな

もの、ほかの市の広報等あたりを見ますと、伊万里市、武雄市、鳥栖市、県内でもいろんな

ところで健康保険マイレージ事業ですとか、ポイント制とか、こういった付加価値をつけて

特定健診等を受けてくださいと。受けたらこういったポイントが当たります、マイレージが

たまりますというふうなことをされております。 

 こういったことをされているのを見て、鹿島市で今後計画をされるかどうか、まずお尋ね

をしたいと思います。 
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○議長（松尾勝利君） 

 田﨑保険健康課長。 

○保険健康課長（田﨑 靖君） 

 お答えをいたします。 

 健康ポイント制度ということで、鹿島市が取り組むかどうかということでの御質問でござ

いますけれども、確かに健康ポイント制度については、以前から御提案等もいただいておる

ところでございます。今、御紹介がありましたように、伊万里市、武雄市、鳥栖市さんあた

りでは既に実施を開始されておられるところであります。 

 国においても、個人の予防・健康づくりに向けたインセンティブを提供する取り組みに係

るガイドラインというのを示しておりまして、そういった中でこういった健康づくりのイン

センティブを付与しながらというようなことで事例紹介等も行われているところでございま

す。 

 今、御紹介がありました伊万里市さん、武雄市さんにしても、かなりやり方が違います。

武雄市さんにお聞きしたところ、武雄市民の方、また、武雄市内に勤めていらっしゃる方、

住所地は別でも勤務地が武雄であれば参加ができますよというようなこと、伊万里市さんは

国民健康保険制度の中で国民健康保険の被保険者の方だけを対象にというようなことで、対

象者にしてもそういった違いがございます。 

 また、ポイントのため方についても、自己申告制だったり、その事業をされるときにシー

ルを渡すとか、スマートフォン、タブレットなどを使うというようなやり方で、それぞれ違

うというふうなことでお聞きをしているところでございます。 

 鹿島市で取り組むかどうかということでございますけれども、先ほど申しましたように、

国保制度の中でやるのか、健康増進の中でやるのか、対象者をどなたにするのかということ

など、また、やり方についてもどういったポイントを付与するかということの検討になろう

かと思います。 

 いずれにしましても、このようなインセンティブの提供ということ、動機づけということ

になりますし、ほかの市町さんがかなりやられておりますので、どういったところが効果的

なのかということ、あくまでもどういったことをやれば健康意識が高められるのか、市民の

健康づくりに資する事業になるのかというのを検討しながら、勉強させていただきながら、

今後の検討になろうかと思います。 

 以上です。 

○議長（松尾勝利君） 

 ２番片渕清次郎議員。 

○２番（片渕清次郎君） 

 どうか検討する方向で──する方向といいますか、鹿島は鹿島なりにもっと伊万里さん、
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武雄さんと違った形でもいいですから、インセンティブ云々ありきではなくて、当初私が申

しました鹿島市民の健康増進、スポーツをやりましょうというのと同じレベルで、健康維持

のために健診も受けましょうと、そういったところからの質問をさせていただきましたので、

これはもうちょっと私自身も勉強しまして、どういった形が鹿島市民にとって受診率を上げ

るというか、健康を維持する、あるいは維持していくのを市民の皆さんが強く思う、そう

いったものの一つのあらわれの形だと思いますので、伊万里、武雄それぞれあります。鹿島

に合った形でのこういったインセンティブを考えていただきたいと思います。 

 時間もあと５分ほどありますけれども、以上、本日の私の質問をこれで終了いたします。

ありがとうございました。 

○議長（松尾勝利君） 

 以上で２番議員の質問を終わります。 

 よって、本日の日程はこれにて終了いたします。 

 次の会議は、明20日午前10時から開き、一般質問を行います。 

 本日はこれにて散会いたします。お疲れさまでした。 

午後３時16分 散会 


